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平成２４年

９ 15月 日

期間：９月21日（金）から９月30日（日）までの10日間
交通安全スローガン：マナーアップ！あなたが主役です

○全国重点
　１ 夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の交通事故防止
　２ 全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
　３ 飲酒運転の根絶

【運動の重点】

○栃木県重点
　４ 「子どもや高齢者に優しい３Ｓ運動」の推進

通常業務（平日：月～金曜日）　午前８時30分～午後５時15分通常業務（平日：月～金曜日）　午前８時30分～午後５時15分

８月 19日（日）、市防災訓練(黒羽田町地内)・避難訓練(避難する住民と誘導する消防団員)

●  主な内容  ●●  主な内容  ●

総　合 　……………………………………２～ ５
　新市建設計画主要事業の進捗状況、事業
　仕分けの日程、那須広域行政事務組合
　職員採用試験、大田原市文学サロン　ほか
イベント特集       …………………………………６
お知らせ   …………………………………６ ～  23
図書館　………………………………………… 23
与一伝承館・彫刻周遊　……………………… 24
ハーモニーホール　…………………………… 25
フォトスケッチ　……………………………… 26

★秋の交通安全県民総ぐるみ運動！ ★秋の交通安全県民総ぐるみ運動！ 

生活環境課交通対策係　　（２３）８８３２

市民憲章　わたしたちは 自然を愛し 環境をととのえ 大田原を美しいまちにしましょう
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新市建設計画主要事業の進捗状況新市建設計画主要事業の進捗状況
　きめ細かな行政サービスの実現や、平成 17 年度の市町村合併後の新生大田原市の速やかな一体性
の確立、均衡ある発展を目指すことを目的に策定された「新市建設計画（計画期間平成 17 年度～ 27
年度）」主要事業などの「平成 23 年度実施事業」および「平成 24 年度実施事業」の進捗状況についてお
知らせします。
●新市建設計画主要事業など

●地域審議会
　「新市建設計画」の円滑な推進を図り、湯津上・黒羽地区の皆さまの声を市の施
策に反映させることができるように設置された「地域審議会」は、開催回数 13 回
を数え、平成 24 年３月 31 日をもって設置期間を満了いたしました。
　審議会では委員の皆さまからのご意見をいただきながら、計画に挙げられた主
要事業 59 事業などは着々と進展してまいりました。
　湯津上・黒羽地区地域審議会委員の皆さまには、今まで新生大田原市の発展の
ためにご尽力をいただきまして誠にありがとうございました。今後も事業の推進
に努めてまいります。

【湯津上地区対象事業】

【黒羽地区対象事業】

■問い合わせ　　２階　政策推進課政策企画係　　（２３）８７０１

◆平成 23 年度実施事業　◇平成 24 年度実施事業

◇庁舎周辺花公園整備事業

◇市道宇田川佐良土線（佐良土片府田線）
　道路改良事業　※蛭田工区
◇市道宇田川佐良土線（片府田大田原線）
　道路改良事業　※片府田工区

◇遊歩道整備事業

◆コミュニティー消防センター建設事業 
　第 12 分団第２部（品川･中の原の一部）
◇コミュニティー消防センター建設事業 
　第 11 分団第４部（蛭畑）

◇市道狭原石田線道路改良事業

事　業　名

◇交通安全施設整備等事業 旧東野鉄道線
　（町道東野線･市道２－８号線）

◇御亭山緑地公園整備事業

◇県単林道整備事業
　（林道富士山線改良･舗装工事）

◇県単林道整備事業
　（林道塩畑塩の草線改良･舗装工事）

◇県営林道（鍛冶内･磯上線） 

◇コミュニティー消防センター建設事業 
　第 10 分団第２部（須佐木中･下地区）

事　業　名

湯津上庁舎周辺に桜の木などを植栽。

路線測量、詳細設計を実施。延長 1,160ｍ幅員 9.5ｍ。

道路改良工事を実施中。延長 2,835ｍ幅員 9.5ｍ。

侍塚古墳周辺を巡る遊歩道の案内板設置などを行う。

路線測量、詳細設計を実施。延長 2,100ｍ幅員７ｍ。

コミュニティー消防センター完成・引き渡し。

コミュニティー消防センター工事手続実施中。

内　　　容

路線測量、詳細設計を実施。延長 2,800ｍ幅員 9.8ｍ。

将来まで守り育てる里山林整備事業として整備を実施中。
※林道御亭山線は整備済み。

林道の改良工事を実施中。延長 1,000ｍ幅員４ｍ。

林道の改良工事を実施。延長 1,380ｍ幅員 3.6ｍ。

林道整備工事を実施中。延長 1,800ｍ幅員４ｍ。

コミュニティー消防センター工事手続実施中。

内　　　容

黒羽地区地域審議会

湯津上地区地域審議会
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総　　合

平
成
24
年
度
事
業
仕
分
け
の

日
程
が
決
ま
り
ま
し
た

　

今
年
度
の
事
業
仕
分
け
の
日
程
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　

会
場
内
は
い
つ
で
も
出
入
り
自
由
で
す

の
で
、
多
く
の
皆
さ
ま
の
傍
聴
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　
　

２
階

　

総
務
課 

行
政
改
革
係

　
　
　
（
２
３
）１
１
１
１

●
職
種
・
採
用
予
定
人
員

　

一
般
事
務　

２
名

●
受
験
資
格　

昭
和
52
年
４
月
２
日
か
ら

　

平
成
７
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

　

方
で
、
高
等
学
校
卒
業（
平
成
25
年
３

　

月
卒
業
見
込
み
含
む
）ま
た
は
同
程
度

　

以
上
の
学
力
を
有
す
る
方

●
受
験
資
格
の
な
い
人

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

 

・
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
方

 

・
成
年
被
後
見
人
ま
た
は
被
保
佐
人

 

・
禁
固
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執

　

行
を
終
わ
る
ま
で
ま
た
は
そ
の
執
行
を

　

受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の
方

 

・
日
本
国
憲
法
施
行
の
日
以
後
に
お
い
て
、

　

日
本
国
憲
法
ま
た
は
そ
の
下
に
成
立
し

　

た
政
府
を
暴
力
で
破
壊
す
る
こ
と
を
主

　

張
す
る
政
党
そ
の
他
の
団
体
を
結
成
し
、

　

ま
た
は
こ
れ
に
加
入
し
た
方

●
試
験
の
日
程
・
場
所
・
内
容

○
一
次
試
験

 

・
日
時　

11
月
18
日（
日
）

　

午
前
９
時
10
分
〜
午
後
０
時
10
分

 
・
場
所　

那
須
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合

　
（
広
域
研
修
セ
ン
タ
ー
）

 

・
試
験
内
容　

教
養
試
験
・
適
応
性
検
査

○
二
次
試
験

 

・
日
時　

第
一
次
試
験
合
格
者
に
通
知
。

 

・
内
容　

面
接

●
合
格
発
表
予
定

 

・
一
次
試
験　

12
月
中
旬

 

・
最
終
合
格
発
表　

平
成
25
年
２
月
上
旬

●
採
用
予
定　

平
成
25
年
４
月
１
日

●
申
込
書

 

・
管
理
課
総
務
係
で
配
布
、
ま
た
は
組
合

　

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　

で
き
ま
す
。

 

・
郵
便
で
請
求
す
る
場
合
は
、
封
筒
の
表

　

に「
採
用
試
験
申
込
書
請
求
」と
朱
書
し
、

　

１
２
０
円
切
手
を
貼
っ
た
宛
先
明
記
の

　

返
信
用
封
筒（
角
２
号
・
Ａ
４
サ
イ
ズ
用
）

　

を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
方
法
　
採
用
試
験
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、「
履
歴
書
１
部
」「
住
民

票
１
通
」「
写
真
２
枚
」（
試
験
日
３
カ
月

以
内
に
撮
影
し
た
も
の
で
、
２
枚
と
も

同
じ
写
真
。
１
枚
は
履
歴
書
に
添
付
、

も
う
１
枚
は
持
参
。）と
と
も
に
那
須
地

区
広
域
行
政
事
務
組
合
管
理
課
総
務
係

ま
で
持
参
し
採
用
試
験
受
験
票
を
受
け

取
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
郵
送
の
場
合
は
、
封
筒
の
表
に「
受
験

申
込
」と
朱
書
き
し
、
80
円
切
手
を
貼
っ

た
宛
先
明
記
の
返
信
用
封
筒（
長
形
３

号
）を
必
ず
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
間

　

10
月
１
日（
月
）〜
31
日（
水
）

　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

※
郵
送
は
10
月
31
日（
水
）ま
で
の
消
印
有
効

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

那
須
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合

　

管
理
課
総
務
係　
　
　

　
　

〒
３
２
９
‐
３
１
４
４

　
　

那
須
塩
原
市
沼
野
田
和
４
３
９

　
　
　

０
２
８
７（
６
５
）３
６
１
１　
　

　
　
　

http://w
w
w
.nasukouiki.jp/

午前８時40分

午前９時00分

午前９時45分

午前10時35分

午前11時20分

午後０時50分

午後１時35分

午後２時25分

午後３時10分

午後４時00分

午後４時45分

午後５時30分

会　　場

　　　開　会　式

広報おおたわら発行事業

防犯灯維持管理事業

市有バス運行事業

健康長寿都市推進事業

社会福祉協議会補助金

子宝祝金支給事業

元気老人対策事業

資源ごみ回収事業

塵芥（じんかい）収集事業

上水道会計営業補助金

特産地育成事業

森林病害虫防除事業

勤労者総合福祉センター運営事業

文化振興事業

公園管理事業

市営住宅管理事業

小・中学校スクールバス運行事業

小・中学生用コンピュータ整備事業

体育奨励事業

屋内温水プール管理事業

　　　　　 閉　会　式

予定開始時間 ９月 29 日（土） ９月 30 日（日）

市役所南別館　２階会議室

那
須
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合

職
員
採
用
試
験
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市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
笑
っ
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
日
常
生
活
の
中
に
笑

い
が
あ
ふ
れ
る
幸
せ
感
の
高
い
ま
ち
大
田

原
を
目
指
し
、「
お
笑
い
健
康
づ
く
り
事

業
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
「
お
笑
い
健
康
づ
く
り
事
業
」で
は「
お

笑
い
健
康
講
座
」（
全
９
回
）、「
お
笑
い
健

康
ラ
イ
ブ
」（
全
３
回
）の
２
つ
の
事
業
を

行
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
第
１
回「
お
笑
い
健
康
ラ

イ
ブ
」の
出
演
者
２
組
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ラ
イ
ブ
は
、
お
笑
い
芸
人
２
組
に

加
え
て
、
お
笑
い
健
康
講
座
の
受
講
生
の

皆
さ
ん
が
講
座
の
成
果
を
披
露
す
る
場
で

も
あ
り
ま
す
。

　

多
く
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
笑
い

を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
日
　
時　

９
月
23
日（
日
）

　

午
後
２
時
30
分
〜
４
時（
午
後
２
時
開

　

場
）

●
場
　
所　

総
合
文
化
会
館
ホ
ー
ル

●
内
　
容　

お
笑
い
芸
人
２
組
の
ラ
イ
ブ

　

●
定
　
員　
　

１
２
０
名

●
入
場
料　

無
料（
事
前
申
し
込
み
不
要
）

■
問
い
合
わ
せ
　
　
１
階

　

健
康
政
策
課
健
康
政
策
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
０
４

　

地
域
情
報
、
観
光
情
報
、
グ
ル
メ
、
イ

ベ
ン
ト
情
報
、
話
題
の
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
、

市
の
魅
力
を
お
伝
え
す
る
番
組
を
放
送
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

●
放
送
局　

Ｒ
Ａ
Ｄ
Ｉ
Ｏ　

Ｂ
Ｅ
Ｒ
Ｒ
Ｙ

　
（
エ
フ
エ
ム
栃
木
、
周
波
数
76
・
４
Ｍ
Hz
）

●
番
組
名　
「
お
お
た
わ
ら　

ハ
ー
ト
F
M
」

●
放
送
時
間　

毎
週
月
曜
日

　

正
午
〜
午
後
０
時
49
分

●
放
送
内
容

 

・
キ
ラ
メ
キ
☆
大
田
原　

話
題
の
人
、
イ
ベ

ン
ト
な
ど
の
関
係
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 

・
ア
ス
カ
の
大
田
原
発
見
伝
！　

グ
ル
メ
、

自
然
、
歴
史
な
ど
注
目
ス
ポ
ッ
ト
か
ら

の
リ
ポ
ー
ト

 

・
大
田
原
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

■
問
い
合
わ
せ
　
　
２
階

　

情
報
政
策
課
広
報
広
聴
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
０
０

笑
っ
て
ま
す
ま
す
健
康
に

第
１
回「
お
笑
い
健
康
ラ
イ
ブ
」

●
日
　
時　

10
月
20
日（
土
）

　

午
後
２
時
〜
４
時
30
分（
開
場
午
後
１
時
）

●
場
　
所　

市
総
合
文
化
会
館
ホ
ー
ル

●
入
場
料　

無
料
。
た
だ
し
、
入
場
整
理

　

券
が
必
要
で
す
。

●
入
場
整
理
券
の
配
布　

９
月
25
日（
火
）

か
ら
、
左
記
の
場
所
で
先
着
順
に
６
０
０

枚
配
布
し
ま
す
。
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま

す
の
で
、
整
理
券
は
必
要
な
枚
数
の
み

お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

○
配
布
場
所

・
文
化
振
興
課
文
化
振
興
係（
那
須
与
一

伝
承
館
内
）

・
文
化
振
興
課
文
化
会
館
係（
市
総
合
文

化
会
館
内
）

・
湯
津
上
支
所
総
合
窓
口
課
管
理
係

・
黒
羽
支
所
総
合
窓
口
課
管
理
係

○
配
布
時
間　

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

■
問
い
合
わ
せ

　

文
化
振
興
課
文
化
振
興
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
１
８

　

２
０
０
２
年「
第
18
回
平
和
の
日
・
那
須
の
つ
ど
い
」が
こ
の
地
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
早
10
年
、
２
０
０
３
年「
大
田
原
市
文
学
セ
ミ
ナ
ー
」か
ら

数
え
て
第
10
回
。
２
０
１
２
年
大
田
原
市
文
学
サ
ロ
ン
〜
奥
の
細
道
か
ら
ベ
ル

サ
イ
ユ
ま
で
〜
が
今
、
豪
華
に
開
演
し
ま
す
。

２
０
１
２
年
大
田
原
市
文
学
サ
ロ
ン 

●
10
月
20
日（
土
）

〜
奥
の
細
道
か
ら
ベ
ル
サ
イ
ユ
ま
で
〜

入
場
の
ご
案
内

入
場
の
ご
案
内

池
田
　
理
代
子

高
橋
　
千
劔
破（
ち
は
や
）

「
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー

　
　
　
と
し
て
の
マ
ン
ガ
」

●  

第
二
部  

●　

対　

談

森
村
　
誠
一

「
聖
句
と
人
生
」

●  

第
一
部  

●　

講　

演

○
司
　
会
　

　
高
橋
千
劔
破
　

○
構
成
／
演
出
　

　
日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
企
画
事
業
委
員
会

○
製
　
作
　

　
日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
企
画
事
業
委
員
会

○
主
　
催
　

　
大
田
原
市
・
日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ

ポンちゃん人形

３３４（サンサンシー）

市
の
広
報
番
組

「
お
お
た
わ
ら
ハ
ー
ト
Ｆ
Ｍ
」
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総　　合

作家。1933 年、埼玉県生まれ。青山学院大学卒業後、
9年余のホテル勤務を経て、本格的作家活動を開始。
69年「高層の死角」で江戸川乱歩賞、72年「腐蝕の構造」
で日本推理作家協会賞、04年日本ミステリー文学大賞
を受賞。発表の翌年に映画化され大きな話題を巻き起こ
した「人間の証明」（76年）と翌年の「青春の証明」「野性の
証明」の「証明」3部作の刊行により、現代日本を代表す
る推理小説作家としてその地位を確立。その後も、推理
小説の分野にとどまらず歴史・時代小説、ノンフィク
ションなどへも作品の幅を広げながら精力的に執筆活動
を展開している。近年は、新たな表現として“写真俳
句”の創作、普及にも力を注いでいる。

劇画家・声楽家。1947年、大阪府生まれ。大学在学中
より劇画を描き始め、72年『週刊マーガレット』に連載
された『ベルサイユのばら』が少女漫画史を変える大ヒッ
トとなる。代表作は他に『オルフェウスの窓』、『栄光のナ
ポレオン エロイカ』、『女帝エカテリーナ』、４コマ作品
の『ベルばらKids』など。95年東京音楽大学声楽科に入
学、99年卒業。05年ソプラノ歌手として CD『ヴェル
サイユの調べ～マリーアントワネットが書いた12の歌』
を発表。好評を博す。09年には、日本においてフラン
スの歴史や文化を広めた功績に対し、フランス政府より
「レジオン・ドヌール勲章」を贈られる。

作家、文芸・歴史評論家。1943年、東京都生まれ、埼
玉県大宮市で育つ。立教大学卒業後、人物往来社入社。
月刊『歴史読本』編集長、同社取締役編集局長を経て 96
年退社、執筆活動に入る。『花鳥風月の日本史』で尾崎秀
樹記念大衆文学研究賞を受賞、09 年には『名山の日本
史』『名山の文化史』『名山の民俗史』の名山３部作（河出書
房新社）を完成。また、『遠藤周作歴史小説』全７巻及び早
乙女貢著『会津士魂』全 21巻の全解説を手がける。その
他『歴史を動かした女たち』『歴史を動かした男たち』『江
戸の旅人』『江戸の食彩～春夏秋冬』『海と日本人の歴史』
など著書多数。日本文藝家協会理事、日本ペンクラブ常
務理事。

森村　誠一

池田　理代子

高橋　千劔破

もりむら　せいいち

いけだ　りよこ

たかはし　ちはや

2012 年大田原市文学サロン●出演者プロフィール



■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

ふ
れ
あ
い
の
丘
天
文
館

　
　
　

(

２
８)

３
２
５
４

●
68
ペ
ー
ジ
上
段

   「
防
災
関
係
施
設
一
覧
」の
親
園
水
防

　

倉
庫
は
、
現
在
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
地
図
面
の
15
ペ
ー
ジ
上

　

段
と
42
ペ
ー
ジ
中
段
に
表
示
さ
れ
て

　

い
る
親
園
水
防
倉
庫
も
誤
り
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ　
　

２
階

　

危
機
対
策
課
防
災
係

　
　
　
（
２
３
）１
１
１
５
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イベント特集・お知らせ

【
正
】

【
誤
】

米
粉
パ
ン
作
り
講
習
会
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
？

第
27
回

大
田
原
市
民
号
参
加
者
募
集

第
27
回

大
田
原
市
民
号
参
加
者
募
集

北
陸
い
い
と
こ
ど
り
！

兼
六
園
〜
永
平
寺
を
訪
ね
て

【お
詫
び
と
訂
正
】

　

８
月
上
旬
に
各
戸
配
布
し
ま
し
た「
大

田
原
市
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
次
の
と

お
り
訂
正
し
ま
す
。

●
３
ペ
ー
ジ
中
段

「
縦
ず
れ
断
層
」の
逆
断
層
の
説
明
図

　
●
70
ペ
ー
ジ
中
段

「
避
難
所
一
覧
」の
蜂
巣
集
落
セ
ン
タ
ー

  
の「
住
所
」お
よ
び「
電
話
番
号
」

　（
誤
）住
所　

蜂
巣
１
２
７‐

１

　
　
　

電
話　
（
５
４
）４
０
５
２

　
　
　
　
　
　
←

　（
正
）住
所　

蜂
巣
１
９
５

　
　
　

電
話　
（
な
し
）　

●
期　

日

　

10
月
25
日（
木
）〜
26
日（
金
）

　

１
泊
２
日

●
運
行
先

　

新
潟
県
・
山
形
県（
バ
ス
利
用
）

●
コ
ー
ス　

　

新
潟
ふ
る
さ
と
村
、
笹
川
流
れ
、
加
茂

水
族
館
、
由
良
温
泉（
泊
）、
庄
内
観
光

物
産
館
、
致
道
博
物
館
、
羽
黒
山
神
社

合
祭
殿
、
米
の
粉
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン

●
募
集
人
員　

１
２
０
名

●
旅
行
代
金　

３
万
２
０
０
０
円（
部
屋
は

４
〜
５
名
の
利
用
。
２
〜
３
名
で
１
部

屋
ご
希
望
の
場
合
は
ル
ー
ム
チ
ャ
ー
ジ

代
と
し
て
１
部
屋
１
万
５
０
０
円
を
別

途
申
し
受
け
ま
す
）

●
申
し
込
み
先

●
申
込
締
切　

10
月
15
日（
月
）

■
問
い
合
わ
せ　
　

２
階

　

商
工
観
光
課
観
光
交
流
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
０
９

●
日　

時

　

10
月
13
日（
土
）　

午
後
６
時
〜
８
時

●
場　

所　

ふ
れ
あ
い
の
丘
天
文
館

●
内　

容

　

双
眼
鏡
の
基
本
的
操
作
を
学
び
、
秋
の

　

星
空
を
観
望
し
ま
す
。

●
対　

象　

小
学
４
年
生
以
上（
中
学
生

　

以
下
は
保
護
者
同
伴
）

●
定　

員　

30
名

●
参
加
費（
入
館
料
と
し
て
）

　

小
中
学
生　

１
名
１
０
０
円

　

大
人　
　
　

１
名
３
０
０
円

●
申
込
方
法

　

９
月
22
日（
土
）か
ら
、
電
話
ま
た
は
直

　

接
、
ふ
れ
あ
い
の
丘
天
文
館
ま
で
お
申

　

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

●
受
付
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
９
時

※旅行代金を添えてお申し込みくだ
　さい。グループでの申し込みの場
　合は、申込時にお知らせください。

栃木県旅行業協会大田原地区会

日新観光社　　　　　（２２）５３５５
那須旅行社　　　　　（２８）０２６３
ミル ･ドゥ ･ツール　　（２３）００９０
滝観光　　　　　　　（５４）３２３１
東陽旅行社　　　　　（５４）０９８３
トラベル加藤　　　　（９８）２２２２

第
28
回

大
田
原
市
民
号
参
加
者
募
集

第
28
回

大
田
原
市
民
号
参
加
者
募
集

笹
川
流
れ
と
庄
内
の
旅

　
秋
の
日
本
海
満
喫
ツ
ア
ー

初
心
者
天
文
講
座『
双
眼
鏡
で

秋
の
星
空
を
見
よ
う
！
』

参
加
者
募
集

初
心
者
天
文
講
座『
双
眼
鏡
で

秋
の
星
空
を
見
よ
う
！
』

参
加
者
募
集

昨年の大田原市民号（永平寺）

　

大
田
原
市
く
ら
し
の
会
で
は
食
の
安

全
・
安
心
、
米
の
消
費
拡
大
な
ど
を
考
え

る
た
め
、
米
粉
パ
ン
作
り
講
習
会
を
開
催

し
ま
す
。
関
心
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

●
日　

時　

10
月
４
日（
木
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
１
時
30
分　

●
場　

所　

大
田
原
東
地
区
公
民
館

●
対　

象　

市
内
在
住
者　

●
定　

員　

30
名（
先
着
順
）

●
参
加
費　

１
人
２
０
０
円（
材
料
費
）

●
持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

●
申
込
方
法

　

９
月
24
日（
月
）か
ら
28
日（
金
）の
午
前

　

８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
に

　

生
活
環
境
課
市
民
生
活
係　
（
２
３
）８

　

７
０
６
へ
電
話
で
申
し
込 

み
。

■
問
い
合
わ
せ　
　

　

大
田
原
市
く
ら
し
の
会
会
長　

菊
池　

　
　
　
（
２
２
）６
１
９
４
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お知らせ

　

ご
み
な
ど
の
野
外
焼
却
に
つ
い
て
は
、

「
廃
棄
物
の
処
理
お
よ
び
清
掃
に
関
す
る

法
律
」に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
ど
ん
ど
焼
き
な
ど
の
社
会
慣
習
上
や
む

を
得
な
い
も
の
は
除
き
ま
す
。）

　

野
外
焼
却
に
よ
り
、
火
災
の
心
配
や
有

害
物
質
の
発
生
、
煙
・
悪
臭
・
灰
の
飛
散

が
原
因
で
、
周
辺
住
民
や
通
行
者
か
ら
の

生
活
苦
情
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

環
境
保
全
に
配
慮
い
た
だ
き
、
周
辺
住

民
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
、
野
外
焼
却

は
行
わ
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
　
１
階

　

生
活
環
境
課
環
境
対
策
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
０
６

●
日
　
時

　

10
月
５
日（
金
）  

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●
場
　
所

　

市
総
合
文
化
会
館
１
階
会
議
室

●
相
談
の
内
容

土
地
建
物
の
売
買
、
相
続
な
ど
に
お
け

る
不
動
産
の
価
格
や
賃
貸
借
に
伴
う
地

代
、
家
賃
、
借
地
権
の
価
格
な
ど

●
相
談
員
　
不
動
産
鑑
定
士

■
問
い
合
わ
せ

　

社
団
法
人
栃
木
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会

　
　
　

０
２
８（
６
３
９
）０
５
５
６

●
10
月
の
相
談
の
窓
口

行政相談委員が国の行政全般についての相談や意
見・要望を受け付けます。
◆大田原地区
　日時　10 月 22 日（月）　午前 10 時～午後３時
　場所　大田原市福祉センター　相談室 
　　　　　　（２３）０２２３
◆湯津上地区
　日時　10 月３日（水）　午後１時～４時
　場所　佐良土多目的交流センター　研修室
　　　　　　（９８）３７１５
◆黒羽地区
　日時　10 月 16 日（火）　午前９時 30 分～正午
　場所　黒羽・川西地区公民館　第２会議室
　　　　　　（５４）０１８４

■問い合わせ
　情報政策課広報広聴係
　　　（２３）８７００

総合行政相談

弁護士が無料で相談に応じます。予約が必要ですの
で、総務課総務法規係まで電話でご予約ください。

　日時　10 月 24 日（水）　午後１時 30 分～４時
　場所　大田原市福祉センター
　申込　10 月 17 日（水）～ 23 日（火）
　　　　午前８時30分～午後５時15分（土・日除く）

市民無料法律相談
■予約・問い合わせ
　総務課総務法規係
　　　（２３）１１１１

遺言の公正証書、土地建物・金銭の貸借、離婚給
付、会社設立定款などについて、公証人が無料で
相談に応じます。予約が必要ですので、公証役場
まで電話でご予約ください。
　日時　10 月 24 日（水）午前 10 時～正午
　場所　大田原市福祉センター
　申込　午前９時～午後５時（土・日除く）

■予約・問い合わせ
　大田原公証役場
　　　（２３）０６６６

公正証書（法律)
無料相談

相談日は、祝日などにより原則と異なっている場
合がありますので、ご確認のうえご相談ください。

交通事故における損害賠償や示談交渉などについ
ての相談を専門の相談員が受け付けます。
　日時　毎週水・金曜日
　　　　午前９時～午後４時
　場所　栃木県庁那須庁舎内那須県民相談室

栃木県
交通事故相談

■問い合わせ
　交通事故相談用電話
　　　（２３）１５５６

人権擁護委員が名誉・信用の侵害、差別・いじめ
に関する相談を受け付けます。
◆大田原地区
　日時　10 月 15 日（月）　午前９時 30 分～正午
　場所　大田原市福祉センター　相談室
　　　　　　（２３）０２２３
◆湯津上地区
　日時　10 月３日（水）　午後１時～４時
　場所　佐良土多目的交流センター　研修室
　　　　　　（９８）３７１５
◆黒羽地区
　日時　10 月 16 日（火）　午前９時 30 分～正午
　場所　黒羽・川西地区公民館　第２会議室
　　　　　　（５４）０１８４

■問い合わせ
　総務課総務法規係
　　　（２３）１１１１

人  権  相  談

自殺予防いのちの電話フリーダイヤル

自殺予防相談（死にたい、死のうと思っている。生
きている意味など。また、周辺にこのような人が
いる時など｡)
　日時　毎月10日の午前８時～11日の午前８時（24時間）
　相談番号（フリーダイヤル）※通話料金無料
　　　　　　０１２０（７３８)５５６
■栃木いのちの電話相談（通常）※24 時間 365 日
　　　　　　０２８（６４３)７８３０

ご
み
な
ど
の
野
外
焼
却
の
禁
止

不
動
産
無
料
相
談
会



　

県
で
は
、
県
民
一
人
ひ
と
り
が「
思
い

や
り
の
心
」や「
か
け
が
え
の
な
い
命
」の

大
切
さ
を
真
に
実
感
し
、
豊
か
な
人
権
感

覚
を
育
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
の
教
育
・
啓
発
事
業
と
し
て
、
宇
都
宮

地
方
法
務
局
や
栃
木
県
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
な
ど
と
の
共
催
に
よ
り「
ヒ
ュ
ー
マ

ン
フ
ェ
ス
タ
と
ち
ぎ
２
０
１
２
㏌
小
山
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

気
軽
に
参
加
体
験
で
き
る
催
し
を
随
所

に
盛
り
込
み
、
楽
し
く
明
る
い
雰
囲
気
の

中
で
人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
実
感
し
な

が
ら
、
人
権
の
大
切
さ
を
考
え
る
機
会
に

な
り
ま
す
。
小
さ
な
お
子
さ
ん
か
ら
高
齢

の
方
ま
で
誰
も
が
楽
し
く
参
加
で
き
ま
す
。

●
日　

時

　

９
月
30
日（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
半

●
場　

所　

栃
木
県
立
県
南
体
育
館

　
（
小
山
市
外
城
３
７
１‐

１
）

●
内　

容　

下
表
の
と
お
り

●
主　

催

　

栃
木
県
、
栃
木
県
教
育
委
員
会
、
栃
木

県
人
権
教
育
・
啓
発
推
進
県
民
会
議
、

宇
都
宮
地
方
法
務
局
、
栃
木
県
人
権
擁

護
委
員
連
合
会
、
栃
木
県
人
権
啓
発
活

動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会

■
問
い
合
わ
せ

　
　

県
県
民
生
活
部
人
権
施
策
推
進
課

　
　
　

０
２
８（
６
２
３
）３
０
２
７

　

10
月
27
日（
土
）に
第
15
回
大
田
原
市
福

祉
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り（
同
実
行
委
員
会
主

催
）が
市
総
合
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
ま

す
。
障
が
い
者
の
発
表
や
ダ
ン
ス
な
ど
の

ほ
か
、
福
祉
バ
ザ
ー
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

ご
家
庭
で
眠
っ
て
い
る
贈
答
品
な
ど
の

不
用
品
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
福
祉
バ
ザ
ー

用
品
へ
の
ご
寄
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

福
祉
バ
ザ
ー
の
益
金
は
、
毎
年
、
市
社

会
福
祉
協
議
会
の
善
意
銀
行
に
寄
付
し
、

福
祉
活
動
の
一
部
に
充
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
受
付
期
間　

10
月
12
日（
金
）ま
で

●
受
付
場
所

 

・
市
役
所
福
祉
課
福
祉
支
援
係

 

・
湯
津
上
支
所
総
合
窓
口
課

　

健
康
福
祉
係

 

・
黒
羽
支
所
総
合
窓
口
課
健
康
福
祉
係

 

・
市
社
会
福
祉
協
議
会
本
所
・
各
支
所

 

・
ユ
ー
ア
イ
館

●
受
付
時
間

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

※
ユ
ー
ア
イ
館
の
み
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
問
い
合
わ
せ  　
　

１
階

　

市
福
祉
課
福
祉
支
援
係

　
　
　
（
２
３
）８
９
２
１

　

社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
（
２
３
）１
１
３
０

ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ェ
ス
タ
と
ち
ぎ

２
０
１
２
㏌
小
山

〜
人
と
ひ
と

　

つ
な
ぐ
絆
は
思
い
や
り
〜

10:10 ～ 10:20　　オープニングアトラクション
10:25 ～ 10:40　　開会式
　　　　　　　　 人権イメージソング「世界をしあわせに」合唱
10:45 ～ 11:15　　それいけ ! アンパンマンショー（１回目）
11:25 ～ 11:55　　白鷗大学ハンドベルクワイア
12:05 ～ 12:10　　人権クイズ
12:15 ～ 13:15　　辻井いつ子トークショー「親ばか」のすすめ
13:30 ～ 13:45　　混声合唱団「こころ」によるステージ
13:50 ～ 13:55　　人権クイズ
14:15 ～ 14:45　　それいけ ! アンパンマンショー（２回目）
15:25 ～ 16:25　　ダイアモンド✡ユカイ　ハートフルライブ＆トーク
16:25 ～ 16:30　　グランドフィナーレ

【ステージイベント】

【体験・展示のコーナー】

【映画上映】
「僕らのワンダフルデイズ」１回目　11:00 ～　２回目　14:00 ～

子ども・障がい者・犯罪被害者など各種広報啓発ブース／参加しよう ! やさしいこ
ころ体験コーナー／法務局何でも相談所／スタンプラリーで “こころ ” つなげよう !
人権の花プレゼント ! ／聴導犬デモンストレーション＆講演会／世界の食べ物コー
ナー／生きがいの店／メインテーマ関連イベント「とちまるくんとの約束」など

サブアリーナ

メインアリーナ
屋外展示場

研修室

イベント内容 場　所

第
15
回
大
田
原
市
福
祉
ふ
れ

あ
い
ま
つ
り

福
祉
バ
ザ
ー
に
ご
協
力
を

平成24年９月15日号 ８

お知らせ



お知らせ

平成24年９月15日号9

●「特定健康診査｣または「後期高齢者健診」を受診する方は、「保険証」と「特定健
康診査受診券」をご持参ください。
●申し込んだ日程を変更する方やまだ申し込みをしていない方は、健康政策課
成人健康係までご連絡ください。変更のご連絡がない場合、ご希望の日に受
診できないことがあります。
●市の健診は１年に１回の受診です。市民健康診査および国民健康保険の人間ドッ
ク ･脳ドックで受診した項目は、重複して受診できませんので、ご注意ください。

■問い合わせ　健康政策課成人健康係　　１階　　（２３）７６０１

市内全地区

市内全地区

市内全地区

市内全地区

南金丸・南金丸南部

仲町・七軒町・大手

練貫・羽田・練貫ニュータウン

原町

10月３日(水)

10月６日(土)

10月21日(日)

10月22日(月)

10月24日(水)

10月27日(土)

10月28日(日)

10月31日(水)

黒羽保健センター

宇田川小学校

両郷地区公民館

湯津上農村環境改善センター

金田南地区公民館

大田原東地区公民館

金田北地区公民館

勤労者総合福祉センター

●受付時間　午前８時～ 10 時
※予約人数により受付開始時間が
　変更になることがあります。

日にち 会　　場 対　象　地　区

集団健診10月の日程

　

10
月
か
ら
、
健
康
診
査
を
市
が
指
定
し

た
病
院
で
受
け
る「
医
療
機
関
健
診
方
式
」

が
始
ま
り
ま
す
。

　

８
月
ま
で
に
健
康
政
策
課
へ
申
し
込
ま

れ
た
方
に
は
、
受
診
に
必
要
な
書
類
を
郵

送
し
て
あ
り
ま
す
。

　

ま
だ
申
し
込
ま
れ
て
い
な
い
方
で
、
受

診
を
希
望
す
る
方
は
、
健
康
政
策
課
成
人

健
康
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

市
に
申
し
込
み
が
無
い
場
合
は
、
受
診

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者

①
平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
に
40
歳
以
上

　

に
な
る
方
で
、
大
田
原
市
国
民
健
康
保

　

険
加
入
者

②
後
期
高
齢
者
医
療
加
入
者

●
受
診
で
き
な
い
方

　

今
年
度
の
集
団
健
診
や
人
間
ド
ッ
ク
で

　

特
定
健
診
を
受
診
し
た
方
、
ま
た
は
今

　

後
、
年
度
内
に
受
診
予
定
の
方

●
受
診
期
間

　

10
月
１
日（
月
）〜
平
成
25
年
２
月
28
日（
木
）

●
受
診
回
数　

１
年
に
１
回

●
受
診
方
法

　

申
し
込
ま
れ
た
方
に
は
、
お
手
元
に
特

　

定
健
康
診
査
受
診
券
な
ど
の
関
係
書
類

　

が
届
き
ま
す
の
で
、
下
記
の
市
指
定
医

　

療
機
関
に
ご
自
分
で
事
前
予
約
を
取
り
、

　

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

●
受
診
者
負
担

　

１
０
０
０
円（
70
歳
以
上
は
無
料
）

●
受
診
す
る
際
に
持
参
す
る
も
の

 

・
特
定
健
康
診
査
受
診
券

 

・
健
康
診
査
記
録
票

 

・
保
険
証

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

《
受
診
の
申
し
込
み
に
つ
い
て
》

　

健
康
政
策
課
成
人
健
康
係

　
　
　
（
２
３
）７
６
０
１

《
指
定
医
療
機
関
に
つ
い
て
》

　

国
保
年
金
課
医
療
助
成
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
９
２

　

交
通
事
故
や
脳
卒
中
な
ど
に
よ
る
脳
の

損
傷
が
原
因
で
、
新
し
い
こ
と
が
覚
え
ら

れ
な
い
、
単
純
な
ミ
ス
が
多
く
な
る
、
感

情
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
う
ま
く
い
か
な
い

な
ど
の
症
状
で
お
困
り
の
方
の
保
健
・
福

祉
相
談
を
行
い
ま
す
。

●
日
　
時

　

10
月
30
日（
火
）

　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

●
場
　
所　

大
田
原
市
保
健
セ
ン
タ
ー

●
定
　
員　

３
〜
４
名（
要
予
約
）

●
相
談
料　

無
料

●
申
込
期
限　

10
月
23
日（
火
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

と
ち
ぎ
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

　

相
談
支
援
部

　
　
　

０
２
８（
６
２
３
）６
１
１
４

市
民
健
康
診
査

「
医
療
機
関
健
診
方
式
」開
始

高
次
脳
機
能
障
害
巡
回
相
談

特定健康診査市指定医療機関

那須赤十字病院
　●　住所　中田原１０８１－４
　●　電話　（２３）１１２２（代表）

那須中央病院付属総合健診センター
　●　住所　下石上１４５３
　●　電話　（２９）２５２５



平成24年９月15日号 10

お知らせ

●健康おおたわら塾●●健康おおたわら塾●
「動いて燃やそう内臓脂肪」「動いて燃やそう内臓脂肪」

■相談 ･問い合わせ　　１階
　健康政策課成人健康係
　　 　（２３）７６０１

筋肉は体の中で最も多くのエネルギーを使っています。そのため、筋肉量が多い人ほ
ど、じっとしていてもエネルギーや脂肪が燃えやすくなります。
バランスのとれた食事とともに運動にも取り組み、筋肉量を維持しながら内臓脂肪を効
率よく燃やしましょう。

●運動で内臓脂肪が燃えやすくなります。

運動の中でも体内に十分な酸素を取り込みながら、効率よく脂肪を燃焼させられるもの
は有酸素運動です。
代表的な有酸素運動であるウオーキングは体への負担が少なく、いつでもどこでも、手
軽に始められます。
 ・歩く前や歩いた後にはしっかり水分補給をして、脱水や熱中症に注意しましょう。
 ・ウオーキングの前後にはストレッチをして、けがを予防しましょう。
 ・正しいフォームで効果アップ！
　①胸をはって、背筋を伸ばす
　②歩幅はいつもよりちょっと広めに
　③つま先から蹴りだし、かかとから着地
　④肩の力を抜いて、肘を曲げ、腕は後ろに引くように振る
　⑤一本の線上を歩くように心掛ける
※高血圧や心臓病の方、膝や腰に痛みがある方は、医師に相談してから行いましょう。

●手軽な運動「ウオーキング」

★内臓脂肪を減少★
【運動の効果】

おへその高さで測った腹囲が男性 85cm以上、女性 90cm以上の場合、内臓脂肪が蓄積
している可能性があります。そこから分泌される物質の影響で、高血圧や糖尿病、脂質
異常症などを引き起こす場合があります。
皮下脂肪と比べると、増えやすく減りやすいというのが特徴です。そのため、生活習慣
の改善で、効果的に減らすことができます。

《内臓脂肪とは？》

★骨粗しょう症対策★
　運動をすることで無理なく骨に刺激が加わり、骨が強化されるとともに、骨の老化を
　遅らせます。

★ストレス解消★
　体を動かすことで脳の神経が刺激され、気分を爽快にしてストレス解消につながりま
　す。また、良質な睡眠ももたらします。

★生活習慣病予防★
　血液中の脂質や血糖値を下げることで、生活習慣病の予防 ･改善が期待できます。ま
　た、心臓や肺の機能が向上したり、血管が柔らかくなり、血液の流れがよくなります。



お知らせ

平成24年９月15日号11

体の動かし方により消費するカロリーは違いますが、いつもより歩幅を広くして１分間歩く
と、体重１ kg 当たり 0.08kcal が消費されると言われています。これをもとに、運動により
自分がどれくらいのカロリーを消費したのかを計算することができます。

体脂肪１ kg を減らすには 7000kcal を消費する必要があります。体重 60kg の人が 1日 30 分
のウオーキングを約１カ月半続けると、無理なく１ kg の体脂肪を減らすことができる計算
です。

市民アンケートの結果から、平成 18 年度と比べて、平成 23 年度では日ごろから意識的に体
を動かしている人は増加していますが、意識的に体を動かしている人の中で、運動が習慣化
している人の割合は減少していることが分かります。
すでに運動に取り組んでいる人は習慣化することを目標に、忙しくて運動をする時間が取れ
ないという人は、まずは活動量を増やすことを目標にしてみましょう。

●運動による消費カロリー

★毎日少しずつ歩く時間を長くしましょう。運動により体脂肪が多く使われるのは運動開始 20
分後からです。少し物足りないと感じる程度から始めて、徐々に歩く時間を延ばしましょう。
★歩数計を持ち、歩数を数えましょう。歩数が増えていくと、運動への意欲も増します。歩
数計は高価な物である必要はありません。
★用事や楽しみのついでに歩きましょう。通勤、買い物、犬の散歩、
　地域の文化・歴史探索などの外出の機会を利用して歩きましょう。

●ウオーキングを習慣化するポイント

『近所への買い物は自転車や徒歩で』『階段を多く使う』『テレビを見ながら筋肉トレーニングや
ストレッチをする』『駐車場では遠い場所に車を停める』など、日常生活の中のちょっとした工
夫が活動量増加・運動不足解消につながります。
こまめに掃除をする、早歩きで移動するなど、普段から「こまめに」･「早歩き」を心掛けるの
もポイントです。

毎年９月は健康増進月間です。スローガンは「１に運動　２に食事　しっかり禁煙　最後にクス
リ～健康寿命をのばしましょう～」です。喫煙・肥満・運動不足といった健康に害があると思わ
れる３つのリスクの中で、最も医療費を引き上げているのは運動不足です。そのため、スローガ
ンの 1番目が運動になっています。
運動不足を解消して、未来の自分に趣味や仕事を続けられる健康な体をプレゼントしましょう！

●ウオーキングを習慣化するポイント

【大田原市民の運動への取り組み方】

★歩行… × 0.08kcal × ＝
現在の体重

㎏ 分 kcal
歩行時間 消費カロリー

《意識的に体を動かしている人》 《習慣的に運動をする人》
80％

70％

60％

50％

40％

30％

20％

10％

0％
男性 女性

40％

35％

30％

25％

20％

15％

10％

5％

0％
男性全体 女性

平成 18年度

平成 23 年度

平成 18 年度

平成 23 年度



平成 24 年９月 15 日号 12

お知らせ

おたふくかぜおたふくかぜ 水痘（水ぼうそう）水痘（水ぼうそう） Ｂ型肝炎種　類種　類

助成対象者

症　　状

接種方法

接種料金

ムンプスウイルスによっ
て起こる急性疾患で、流
行性耳下腺炎とも呼ばれ
る。
合併症として無菌性髄膜
炎があり、後遺症として
難聴があり、難治性であ
る。

１歳以上６歳となる日の
属する年度の末日までの
間（就学前）にあるおたふ
くかぜ未罹患未接種者

１人１回
0.5ml を皮下接種

１人１回
0.5ml を皮下接種

１人３回
0.25ml を皮下接種

１歳以上６歳となる日の
属する年度の末日までの
間（就学前）にある水痘未
罹患未接種者

生後２カ月以上２歳未満
の未接種者でＢ型肝炎母
子感染予防事業対象者を
除く

水痘ウイルスによる急性
感染症で、感染力が強い。
症状は軽症であるが、感
染後、潜伏感染を続け、
免疫力が低下した時など
に帯状疱疹として発症す
る。

Ｂ型肝炎ウイルスによる
感染症で、乳幼児期など
免疫が不十分な状態の時
に感染すると持続感染に
なることがある。将来、
肝硬変や肝がんを発症す
る恐れもある。

市の助成：2500 円
自己負担：2500 円

１回　5000 円
市の助成：4000 円
自己負担：4000 円

１回　8000 円
市の助成：3500 円
自己負担：3500 円

１回　7000 円

　

別
表
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
該
当
す
る
方

で
接
種
を
希
望
す
る
場
合
は
、
委
託
医
療

機
関
で
予
約
し
、
個
別
接
種
し
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
委
託
医
療
機
関
以
外
で
の
接
種

を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
必
ず
事
前
に
健
康

政
策
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
持
ち
物

　

母
子
健
康
手
帳（
親
子
健
康
手
帳
）

※
予
診
票
は
医
療
機
関
に
あ
り
ま
す
。

●
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
方

①
明
ら
か
に
発
熱
し
て
い
る
方（
37
・

５
℃
を
超
え
る
場
合
）

②
重
い
急
性
疾
患
に
か
か
っ
て
い
る
方

③
各
ワ
ク
チ
ン
の
成
分
に
よ
っ
て
ア
ナ

フ
ィ
ラ
キ
シ
ー（
通
常
接
種
後
30
分
以
内

に
出
現
す
る
血
管
浮
腫
・
じ
ん
ま
し
ん
・

呼
吸
困
難
な
ど
を
伴
う
重
い
ア
レ
ル

ギ
ー
反
応
）を
起
こ
し
た
こ
と
が
あ
る
方

④
重
症
複
合
型
免
疫
不
全
の
方

⑤
そ
の
ほ
か
、
医
師
か
ら
予
防
接
種
を
受

け
な
い
ほ
う
が
良
い
と
い
わ
れ
た
方

●
予
防
接
種
を
受
け
る
時
、
医
師
と
よ
く

相
談
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方

①
心
臓
血
管
系
疾
患
、
腎
臓
疾
患
、
肝
臓

疾
患
、
血
液
疾
患
、
発
育
障
害
な
ど
の

基
礎
疾
患
が
あ
る
方

②
過
去
に
予
防
接
種
で
接
種
後
２
日
以
内

に
発
熱
、
全
身
性
発
し
ん
な
ど
の
ア
レ

ル
ギ
ー
を
疑
う
症
状
が
み
ら
れ
た
方

③
過
去
に
け
い
れ
ん（
ひ
き
つ
け
）を
お
こ

し
た
こ
と
が
あ
る
方

④
過
去
に
免
疫
状
態
の
異
常
を
指
摘
さ
れ

た
こ
と
の
あ
る
方
、
も
し
く
は
、
近
親

者
に
先
天
性
免
疫
不
全
症
の
者
が
い
る

方
●
接
種
前
後
の
注
意

①
接
種
後
30
分
程
度
は
シ
ョ
ッ
ク
や
ア
ナ

フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
が
お
こ
る
こ
と
が
ご
く

稀
に
あ
り
ま
す
の
で
、
医
師
と
す
ぐ
連

絡
が
と
れ
る
よ
う
に
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

②
接
種
後
１
週
間
は
体
調
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。
異
常
が
出
現
し
た
場
合
に
は
、

速
や
か
に
医
師
の
診
察
を
受
け
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

●
健
康
被
害
に
つ
い
て

　

各
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
行
政
措
置
と
し
て

行
う
法
定
外
の
予
防
接
種
と
な
り
ま
す

の
で
、
万
が
一
健
康
被
害
が
起
き
た
場

合
は
、
大
田
原
市
予
防
接
種
事
故
災
害

補
償
規
則
に
よ
り
対
応
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　　

１
階

　

健
康
政
策
課
感
染
症
予
防
係

　
　
　
（
２
３
）８
９
７
５

10
月
１
日
か
ら
、
お
た
ふ
く

か
ぜ
・
水
痘（
水
ぼ
う
そ
う
）・

Ｂ
型
肝
炎
の
予
防
ワ
ク
チ
ン

接
種
費
の
一
部
助
成
を
開
始

し
ま
す
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●
日
　
時　

10
月
５
日（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

●
場
　
所　

と
ち
ぎ
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー　

１
階　

相
談
室

　
（
宇
都
宮
市
駒
生
町
３
３
３
７
‐
１
）

●
対
象
疾
患

　

ベ
ー
チ
ェ
ッ
ト
病
、
全
身
性
エ
リ
テ
マ

ト
ー
デ
ス
、
多
発
性
筋
炎
、
皮
膚
筋
炎
、

シ
ェ
ー
グ
レ
ン
症
候
群
、
成
人
ス
テ
ィ

ル
病
、
大
動
脈
炎
症
候
群（
高
安
病
）、

ビ
ュ
ル
ガ
ー
病（
バ
ー
ジ
ャ
ー
病
）、
結

節
性
動
脈
周
囲
炎
、
ウ
ェ
ゲ
ナ
ー
肉
芽

腫
症
、
ア
レ
ル
ギ
ー
性
肉
芽
腫
性
血
管

炎
、
悪
性
関
節
リ
ウ
マ
チ
、
側
頭
動
脈

炎
、
抗
リ
ン
脂
質
抗
体
症
候
群

●
担
当
医
師

　

自
治
医
科
大
学
付
属
病
院

　

ア
レ
ル
ギ
ー
・
リ
ウ
マ
チ
科

　

永
谷  

勝
也  

医
師

●
申
込
方
法

　

相
談
は
予
約
制
で
す
。
事
前
に
と
ち
ぎ

難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
電
話
で

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

　

受
付
時
間
は
月
〜
金
曜
日
の
午
前
10
時
〜

正
午
、
午
後
１
時
〜
４
時
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

と
ち
ぎ
難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　

０
２
８（
６
２
３
）６
１
１
３

〈
問
い
合
わ
せ
の
み
〉　　

１
階

　

市
健
康
政
策
課
成
人
健
康
係

　
　
　
（
２
３
）７
６
０
１

予防接種委託医療機関一覧予防接種委託医療機関一覧
医療機関名 住　　所 電話番号 おたふくかぜ 水　痘 B型肝炎

青柳医院

赤羽胃腸科外科肛門科医院

阿部内科

礒外科小児科医院

那須赤十字病院

鎌田浅香医院

木戸内科クリニック

小林内科外科医院

高橋医院

高橋外科医院

長嶋医院

なす療育園

橋本内科クリニック

藤田医院

増山医院

松井医院

吉成小児科医院

江部医院

車田医院

くろばね齋藤醫院

益子クリニック

増山医院

国際医療福祉大学病院

さいとうクリニック

かるべ皮フ科小児科医院

上野医院

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

ー

○

○

ー

ー

○

○

○

ー

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

中央 2-1-2

城山 2-5-29

佐久山 2018

浅香 3-3711

中田原 1081-4

浅香 3-3-9

美原 2-2831-153

富士見 1-1606-265

滝沢 355

住吉町 1-11-20

下石上 1246

北金丸 2600-7

元町 1-2-14

野崎 2-7-14

小滝 1107-6

城山 1-2-3

新富町 2-1-22

黒羽向町 60

大豆田 457-24

黒羽田町 612

黒羽田町 827

佐良土 861

那須塩原市井口 537-3

那須塩原市西幸町 7-13

矢板市木幡 1324

那珂川町小川 700

(２２)２１２２

(２３)１１３１

(２８)００５３

(２２)２６０１

(２３)１１２２

(２２)２７０３

(２０)３２００

(２３)８８７０

(２８)１１５１

(２２)２６２４

(２９)００５０

(２０)５１００

(２２)２２２０

(２９)００１０

(２２)２３３６

(２２)２０６７

(２２)２４１２

(５４)００１３

(５４)００６２

(５４)００３１

(５４)２７２７

(９８)２００８

(３７)２２２１

(３９)１８０５

０２８７(４３)１２１０

０２８７(９６)５１５１

と
ち
ぎ
難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

医
療
相
談【
免
疫
系
疾
患
】
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健康政策課健康政策係 　　１階
　　　 (２３)８７０４
　平日  午前８時 30 分 ～午後５時 15 分

病院群輪番制病院
(一般)

小児救急当番病院
(小児)

那須赤十字病院
菅間記念病院
那須中央病院
菅間記念病院
那須中央病院
菅間記念病院
国際医療福祉大学病院

那須赤十字病院
国際医療福祉大学病院
那須赤十字病院
国際医療福祉大学病院
菅間記念病院
国際医療福祉大学病院
国際医療福祉大学病院

日
月
火
水
木
金
土

日
月
火
水
木
金
土

曜
日

曜
日 ●診療を受ける時は事前に救急当番病院に

　電話をしてから受診してください。

休日の午前９時～午後５時
にかかりたいとき

救急当番病院救急当番病院夜間・早朝に比較的重い
症状でかかりたいとき

事前に当番医療機関に電話を
してから受診してください。
また、やむを得ず変更になる
場合があります。

【休日当番医診療時間】
　午前９時～午後５時
【休日当番医診療時間】
　午前９時～午後５時

夜間に比較的軽い症状で
かかりたいとき 福島整形外科病院那須地区夜間急患診療所那須地区夜間急患診療所

10月の休日当番医10月の休日当番医

●相談時間　毎日  午後７時～午後 11時
●電話番号　局番なしの ♯８０００
　　　　　　ダイヤル回線の場合は　　０２８－６００－００９９

●とちぎ子ども救急電話相談●●とちぎ子ども救急電話相談●

お子さんが急な病気やけがで心配なとき、
家庭での対処方法などをアドバイスします。 電話相談電話相談

■

電 話 番 号所　在　地当　番　医日（曜日）

７日(日)

８日(月)

14 日(日)

21 日(日)

28 日(日)

高橋医院

赤羽胃腸科外科肛門科医院

阿部内科

磯医院

礒外科小児科医院

滝沢 355

城山 2-5-29

佐久山 2018

黒羽向町 8

浅香 3-3711-27

（２８）１１５１

（２３）１１３１

（２８）００５３

（５４）００２０

（２２）２６０１

診療日 毎日

診療時間 午後７時～午後 10 時

診療科目 内科・小児科

所在地 大田原市中田原 1081‐4
（那須赤十字病院１階）

●平成 24 年７月１日に大田原市休日等急患診療所と黒磯那須地区休日等急患診療所を統合し、那須
　地区夜間急患診療所として開設しました。

●那須郡市医師会の医師が交替で、入院の必要のない、
　かぜなどの比較的軽症な患者の診療を行います。
●診察の結果、詳しい検査や入院が必要な場合は、救急
　当番病院と連携をとり対応します。

《 配置図 》

主玄関
那須地区夜間急患診療所

入口

那須赤十字病院駐車場

駐車場

※場所は那須赤十字病院への併設ですが、那須赤十字病院とは別の医療機関になります。

コンビニ
エンスストア

大田原小

光真寺

消防署

富士電機

72

461

蛇
尾
川

中田原工業団地

那須赤十字病院

午後５時 30 分～翌朝午前８時 30 分診療時間

電話番号 ０２８７（４７）５６６３

受付時間 午後６時 30 分～午後９時 30 分

那須赤十字病院 0287(23)1122
中田原 1081-4

那須中央病院 0287(29)2121
下石上 1453

菅間記念病院 0287(62)0733 　
那須塩原市大黒町 2-5

0287(37)2221 　国際医療福祉大学病院 
那須塩原市井口 537-3

休日当番医・那須地区夜間
急患診療所・救急当番病院に
関する問い合わせ
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中
途
失
聴
者
や
難
聴
者
な
ど
、
手
話
に

な
じ
み
に
く
い
方
に
対
し
、
話
な
ど
の
要

点
を
書
い
て
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る「
要

約
筆
記
者
」の
養
成
講
座（
前
期
課
程
）を

開
催
し
ま
す
。

　

前
期
課
程
終
了
後
に
、
後
期
課
程（
翌

年
度
実
施
予
定
）を
受
講
し
要
約
筆
記
者

と
し
て
登
録
す
る
こ
と
に
よ
り
聴
覚
に
障

害
を
持
つ
方
の
サ
ポ
ー
ト
活
動
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

 

●
日
　
時

　

10
月
５
日（
金
）〜
３
月
15
日（
金
）

　

毎
週
金
曜
日

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

●
場
　
所

　

市
役
所
東
別
館 

１
階
会
議
室

●
対
象
者　

大
田
原
市
民

●
定
　
員　

10
名

●
受
講
料

　

無
料（
テ
キ
ス
ト
代
３
３
０
０
円（
前

期
・
後
期
分
）は
自
己
負
担
）

●
申
込
方
法　

９
月
28
日（
金
）ま
で
に
福

祉
課
福
祉
支
援
係
へ
電
話
で
申
し
込
み
。

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

※
受
講
決
定
者
に
は
別
途
通
知
し
ま
す
。

●
後
期
課
程

　

前
期
課
程
修
了
者
に
対
し
、
平
成
25
年

４
月
以
降
に
実
施
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
　
１
階
　

福
祉
課
福
祉
支
援
係

　
　
　
（
２
３
）８
９
２
１

　　
　

　

管
理
栄
養
士
・
保
健
師
・
看
護
師
が
子

育
て
に
つ
い
て
の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

●
日
時
・
場
所

 

・
10
月
３
日（
水
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
15
分

　

大
田
原
保
健
セ
ン
タ
ー

 

・
10
月
５
日（
金
）

　

午
前
10
時
〜
11
時
15
分

　

黒
羽
保
健
セ
ン
タ
ー

●
内
　
容

　

身
長
と
体
重
測
定
、
育
児
相
談

●
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

■
問
い
合
わ
せ　
　

１
階

　

子
ど
も
幸
福
課
母
子
健
康
係

　
　
　
（
２
３
）８
６
３
４

　
　

　

５
カ
月
〜
離
乳
食
完
了
期
を
対
象
と
し

た
離
乳
食
の
進
め
方
・
調
理
法
を
学
ぶ
教

室
で
す
。

※
事
前
に
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。

●
日
　
時
　
10
月
４
日（
木
）

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

●
場
　
所　

大
田
原
保
健
セ
ン
タ
ー

●
内
　
容　

講
話
、
実
習（
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
）

●
持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳

■
問
い
合
わ
せ　
　

１
階

　

子
ど
も
幸
福
課
母
子
健
康
係

　
　
　
（
２
３
）８
６
３
４

　　　

運
動
習
慣
の
き
っ
か
け
づ
く
り
や
、
生

活
習
慣
病
の
予
防
の
た
め
の
運
動
教
室

で
す
。

●
日
　
時　

10
月
11
日（
木
）

　

午
前
９
時
15
分
〜
11
時
30
分

●
場
　
所
　
ピ
ア
ー
ト
ホ
ー
ル

●
内
　
容

　

太
極
拳（
講
師
の
運
動
指
導
）

※
な
る
べ
く
底
の
平
ら
な
靴
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。
タ
オ
ル
、
水
分
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　
　

１
階

　

健
康
政
策
課
成
人
健
康
係

　
　
　
（
２
３
）７
６
０
１

　

市
民
相
互
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

高
め
、
体
力
の
保
持
増
進
に
努
め
る
た
め
、

大
田
原
市
健
康
長
寿
都
市
推
進
委
員
会
主

催
に
よ
り
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

●
日
　
時

　

10
月
30
日（
火
）　

午
前
８
時
30
分
集
合

出
発（
午
後
４
時
頃
帰
着
予
定
）

●
場
　
所

　

羽
鳥
湖
畔（
福
島
県
岩
瀬
郡
天
栄
村
）

●
コ
ー
ス

　

道
の
駅
羽
鳥
湖
畔
高
原
↓
羽
鳥
湖
周
辺

を
散
策
↓
道
の
駅
羽
鳥
湖
畔
高
原
へ

※

コ
ー
ス
は
全
般
的
に
平
坦
で
、
全
長
は

約
７
ｋ
ｍ
。
休
憩（
昼
食
除
く
）を
含
め

２
時
間
30
分
程
度
で
歩
く
予
定
で
す
。

●
対
　
象　

大
田
原
市
民

●
参
加
費　

１
人
１
０
０
０
円

●
集
合
場
所

　

那
須
野
が
原
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

　

西
側
臨
時
駐
車
場

●
募
集
定
員　

１
５
０
名

●
申
込
方
法

　

10
月
９
日（
火
）午
前
８
時
30
分
か
ら
開

始
。
総
合
文
化
会
館
２
階
第
２
会
議
室

の
受
付
ま
で
、
参
加
費
を
添
え
て
申
し

込
み
。

※

先
着
順
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

１
人
で
３
名
ま
で
の
申
し
込
み
が
可
能

で
す
。

●
そ
の
他

　

昼
食
お
よ
び
飲
み

物
な
ど
は
各
自
持

参
。
雨
天
の
場
合

は
、
状
況
に
よ
り

中
止
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　
　

１
階

　

健
康
政
策
課
健
康
政
策
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
０
４

平
成
24
年
度
要
約
筆
記
者
養
成

講
座（
前
期
課
程
）受
講
生
募
集

聴
覚
に
障
害
が
あ
る
方
に
対
し
、
話
の

内
容
を
そ
の
場
で
文
字
に
し
て
伝
え
る

筆
記
通
訳
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
話
を

す
べ
て
文
字
に
し
て
伝
え
る
の
は
難
し

い
の
で
、
内
容
を
要
約
し
て
文
字
に
し

て
相
手
に
伝
え
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

【
要
約
筆
記
と
は
】

保
健
セ
ン
タ
ー
教
室
・
相
談

平
成
24
年
度

市
民
ハ
イ
キ
ン
グ
参
加
者
募
集

乳
幼
児
健
康
相
談

も
ぐ
も
ぐ
ご
っ
く
ん
教
室

た
め
し
て
運
動
塾

昨年の市民ハイキング
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●
日
　
時

　

10
月
６
日（
土
）　

午
後
２
時
〜
４
時

●
場
　
所　

那
須
赤
十
字
病
院
２
階　

　

マ
イ
タ
ウ
ン
ホ
ー
ル

●
内
　
容

【
演
題
】

　
「
新
し
い
痛
み
の
治
療

　
　
　
　
　

ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
　

〜
肩
こ
り
と
腰
痛
の
治
療
〜
」

【
講
師
】那
須
赤
十
字
病
院　

院
長

　
　
　
　

北
島　

敏
光　

先
生

【
演
題
】

　
「
心
の
痛
み
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？

　
　
　
　

〜
日
常
の
中
の
心
の
痛
み
〜
」

【
講
師
】那
須
赤
十
字
病
院 

臨
床
心
理
士

　
　
　
　

白
石　

奈
緒
美　

先
生

●
対
　
象　

大
田
原
市
民

●
定
　
員　

１
０
０
名（
先
着
順
）

●
入
場
料　

無
料

●
主
　
催　

大
田
原
市
健
康
長
寿
都
市
推

　

進
委
員
会
、
那
須
赤
十
字
病
院

●
申
込
方
法

　

10
月
５
日（
金
）ま
で
に
健
康
政
策
課
健

　

康
政
策
係
へ
電
話
で
申
し
込
み
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
市
健
康
長
寿
都
市
推
進
委
員
会

　

事
務
局（
健
康
政
策
課
内
）

　
　
　
（
２
３
）８
７
０
４

　

那
須
赤
十
字
病
院
人
事
課

　
　
　
（
２
３
）９
９
４
６

　

６
年
制
薬
学
教
育
が
平
成
18
年
度
に
ス

タ
ー
ト
し
、
国
際
医
療
福
祉
大
学
薬
学
部

で
は
今
春
４
月
に
そ
の
第
一
期
生
と
し
て

新
薬
剤
師
を
輩
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
６
年
制
薬
学
教
育
で
は
、
５
年
次
に

病
院
や
薬
局
に
お
い
て
実
務
実
習
を
行
う

こ
と
が
必
須
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

実
務
実
習
に
参
加
で
き
る
条
件
と
し
て
、

学
生
は
事
前
に
薬
剤
師
と
し
て
必
要
と
な

る
技
能
や
態
度
を
問
う「
全
国
薬
学
共
用

試
験
」に
合
格
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

共
用
試
験
の
一
つ
に
、
患
者
へ
の
薬
の

説
明
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

を
問
う
実
技
試
験（
オ
ス
キ
ー
）が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
実
技
試
験
で
、
用
意
さ
れ
た
シ
ナ

リ
オ
に
沿
っ
て
標
準
模
擬
患
者
役
を
演
じ

て
く
だ
さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
内
容

　

12
月
23
日（
日
・
祝
）に
実
施
さ
れ
る

「
全
国
薬
学
共
用
試
験
」に
お
い
て
、「
標

準
模
擬
患
者
」役
を
演
じ
る
。

●
応
募
条
件

①
11
月
18
日（
日
）に
開
催
す
る
事
前
講
習

会
に
参
加
可
能
な
方

②
身
内
や
友
人
に
薬
学
部
学
生
が
い
な
い
方

※
年
齢
、
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

※
交
通
費
支
給
。
薄
謝
あ
り
。

●
申
込
方
法　

申
込
書
が
あ
り
ま
す
の
で
、

左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

国
際
医
療
福
祉
大
学
薬
学
部
事
務
室

　
　
　
（
２
４
）３
４
８
１

　
　
　

　

現
在
お
使
い
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証（
保
険
証
）の
有
効
期
限
は
９
月
30
日

ま
で
で
す
。

　

10
月
１
日
か
ら
有
効
の
新
し
い
保
険
証

は
、
今
月
下
旬
に
世
帯
主
様
宛
て
に
発
送

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す（
25
日
発
送
予
定
）。

も
し
10
月
に
な
っ
て
も
保
険
証
が
届
か
な

い
と
き
は
、
国
保
医
療
係
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　

有
効
期
限
の
切
れ
た
保
険
証
は
、
市
役

所
国
保
年
金
課
お
よ
び
各
支
所
・
出
張
所
、

各
地
区
公
民
館
の
窓
口
ま
で
ご
返
却
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
次
の
よ
う
な
場
合
は
届
出
が
必
要
で
す

 

・
会
社
な
ど
の
健
康
保
険（
社
会
保
険
）に

加
入
し
た
と
き
。
ま
た
は
会
社
な
ど

を
離
職
し
健
康
保
険
を
喪
失
し
た
と
き
。

 

・
被
保
険
者
が
死
亡
、
転
出
し
た
と
き
。

 

・
保
険
証
を
使
用
し
て
い
る
市
外
在
住
の

学
生
が
卒
業（
修
了
）し
た
と
き
。

 
・
社
会
保
険
に
加
入
し
た
方
で
保
険
証
が

届
い
て
し
ま
っ
た
方
は
、
届
出
が
さ
れ

て
お
り
ま
せ
ん
の
で
早
急
に
届
出
す
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
社
会
保
険
な
ど
に
加
入
さ
れ
た
方
へ

　

社
会
保
険
・
共
済
組
合
に
加
入
さ
れ
た

方
は
、
手
元
に
保
険
証
が
届
い
て
い
な

く
て
も
社
会
保
険
・
共
済
組
合
な
ど
の

資
格
を
取
得
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
期
間
に
国
民
健
康
保
険
の
保
険
証

を
使
用
し
た
場
合
、
本
来
使
用
で
き
な

い
保
険
証
を
使
用
し
た
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
、
市
が
負
担
し
た
医
療
費
を
返

還
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

就
職
な
ど
の
際
、
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
証
の
使
用
に
あ
た
っ
て
は
、
十
分

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
保
険
証
ケ
ー
ス
と
個
人
情
報
保
護
シ
ー
ル

　

保
険
証
ケ
ー
ス
お
よ
び
臓
器
提
供
意
思

表
示
欄
に
使
用
す
る
個
人
情
報
保
護

シ
ー
ル
を
希
望
す
る
方
は
、
国
保
年
金

課
お
よ
び
各
支
所
、
出
張
所
、
公
民
館

の
窓
口
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

●
国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
す
る
と

　

法
律
に
よ
り
、
災
害
そ
の
他
特
別
な
事

情
が
な
く
、
納
期
限
か
ら
１
年
を
経
過

し
て
も
未
納
が
あ
る
場
合
は
、
保
険
証

の
交
付
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
場
合
、
保
険
証
に
代
え
て「
被
保

険
者
資
格
証
明
書
」を
交
付
し
ま
す
が
、

医
療
機
関
で
の
負
担
額
は
全
額
自
己
負

担
と
な
り
ま
す
の
で
、
納
期
限
を
経
過

し
た
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
は
、

速
や
か
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

  【
保
険
証
に
関
す
る
こ
と
】

　

国
保
年
金
課
国
保
医
療
係

　
　
　
（
２
３
）８
８
５
７

  【
保
険
税
納
付
に
関
す
る
こ
と
】

　

収
納
対
策
課
徴
収
対
策
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
０
３

10
月
に
な
っ
て
も
新
し
い
保
険

証
が
届
か
な
い
場
合
は
連
絡
を

国
際
医
療
福
祉
大
学
薬
学
部

患
者
役
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

大
田
原
市
健
康
長
寿
都
市
推
進

委
員
会
　

平
成
24
年
度
健
康
づ
く
り
講
演
会
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老
齢
基
礎
年
金
は
、
保
険
料
を
納
め
た

期
間
や
保
険
料
免
除
期
間
な
ど
が
、
原
則

と
し
て
25
年
以
上
あ
る
と
65
歳
か
ら
受
給

で
き
ま
す
。

　

年
金
額
は
、
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
40

年
間（
４
８
０
月
）す
べ
て
保
険
料
を
納
め

て
い
る
場
合
に
、
満
額
の
78
万
６
５
０
０

円（
平
成
24
年
度
）と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
保
険
料
を
納
め
て
い
な
い
期
間

や
保
険
料
免
除
期
間
が
あ
る
場
合
は
、
そ

の
期
間
に
応
じ
て
減
額
さ
れ
た
年
金
額
と

な
り
ま
す
。

　

老
齢
基
礎
年
金
の
支
給
開
始
年
齢
は
原

則
と
し
て
65
歳
で
す
が
、
65
歳
前
に
繰
上

げ
て
減
額
さ
れ
た
年
金
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
支
給
を
繰
上
げ
た

場
合
、
生
涯
減
額
さ
れ
た
年
金
を
受
け
る

こ
と
、
障
害
基
礎
年
金
を
請
求
で
き
な
く

な
る
こ
と
な
ど
、
注
意
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
66
歳
以
降
に
老
齢
基
礎
年
金
を

受
け
始
め
る
繰
下
げ
の
場
合
は
、
年
金
額

が
増
額
さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　
　

１
階

　

国
保
年
金
課
国
民
年
金
係

　
　
　
（
２
３
）８
９
２
８

●
日
　
時　

10
月
21
日（
日
）午
前
10
時
〜

●
場
　
所　

美
原
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

●
内
　
容　

ジ
ュ
ニ
ア
ス
ク
ー
ル
・
一
般

　

講
習
・
10
万
人
ボ
レ
ー

●
対
　
象　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

●
参
加
料

　

一
般　
　
　
　
　
　
　
　

１
５
０
０
円

　

大
田
原
テ
ニ
ス
協
会
員　

１
０
０
０
円

　

中
学
生
以
下　
　

  　
　

  　

５
０
０
円

●
申
込
方
法　

Ｅ
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ク
ス

　

大
田
原
テ
ニ
ス
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

　

参
加
申
込
書
が
あ
り
ま
す
。

●
締
　
切　

10
月
３
日（
水
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
テ
ニ
ス
協
会
事
務
局　

　

梅
津　

京

　
　
　

um
ezuw

est@
yahoo.co.jp 　

　

鈴
木　

幸
夫

　
　
　

０
９
０‐

４
９
１
６‐

１
６
１
８

　
　
　
（
２
２
）５
９
８
０

●
日
　
時

　

12
月
23
日（
日
･天
皇
誕
生
日
）※
小
雨
決
行

　

開
会
式　
　

午
前
９
時
〜

　

ス
タ
ー
ト　

午
前
10
時
〜
11
時
５
分

●
場
　
所　

黒
羽
運
動
公
園
お
よ
び
周
辺
道
路

●
種
　
目　

14
ク
ラ
ス

  【
２
㎞
】親
子
ペ
ア（
小
１
〜
２
）、

　

小
３
〜
４
男
子
、
小
３
〜
４
女
子

  【
３
㎞
】小
５
〜
６
男
子
、

　

小
５
〜
６
女
子
、
中
学
女
子

  【
５
㎞
】中
学
男
子
、
高
校
男
子
、

　

高
校
女
子
、
一
般
男
子
、
一
般
女
子
、

　

60
歳
以
上（
男
女
）

  【
10
㎞
】高
校
男
子
、
一
般
男
子

●
申
込
期
間

　

９
月
24
日（
月
）〜
11
月
２
日（
金
）

※

大
会
当
日
の
参
加
は
受
け
付
け
ま
せ
ん

●
参
加
費　

小
・
中
学
生
８
０
０
円
、
高

　

校
生
１
３
０
０
円
、
一
般
１
８
０
０
円
、

　

親
子
ペ
ア
２
３
０
０
円

※

参
加
賞
、
傷
害
保
険
料
含
む

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

芭
蕉
の
里
く
ろ
ば
ね
マ
ラ
ソ
ン
大
会
実

　

行
委
員
会（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
管
理
事

　

業
係（
黒
羽
体
育
館
内
））

　
　
　
（
５
４
）２
８
５
８

老
齢
基
礎
年
金
の
繰
上
げ
・
繰
下
げ

老
齢
基
礎
年
金
の
繰
上
げ
・
繰
下
げ

＜９月15日（土）～10月15日（月）＞

木曜日

火･木･金･第２土曜日

火曜日

毎週
月～金曜日

■問い合わせ　　１階
　子ども幸福課子育て支援係
　　　（２３）８９３２

●生後４カ月すぎの赤ちゃんから就学前までのお子さんと保護者の親子交流の場です。

月・水・金・第３土曜日（９月のみ）
休館日：9/17、10/8

休館日：9/17、10/8

つどいの広場　★開設時間  9 : 00 ～ 14 : 00

子育てサロン　★開設時間  9 : 00 ～ 12 : 00

子育て支援センター　★開設時間　9:00~12:00、13:00~16:00

【お願い】施設の利用にあたっては、ケガや事故防止のため、お子さんから目を離さない
ようお願いします。

子育てサロン かねだ
(金田北地区公民館)
子育てサロン のざき
(うすばアットホーム)

つどいの広場 県北体育館
(県北体育館幼児体育室)

つどいの広場 さくやま
(旧さくやま保育園)

月・水曜日
休館日：9/17、10/8

子育てサロン かわにし
(川西高齢者ほほえみセンター)

しんとみ子育て支援センター
(しんとみ保育園)

すみよし子育て支援センター
(子育てプラザ館)

ゆづかみ子育て支援センター
(ゆづかみ保育園)
くろばね子育て支援センター
(くろばね保育園)

（２３）８７２８

（２２）５５７７

（９８）３８８１

（５９）１０７７

開設日

開設日

開設日

開設日

開設日

開設日

大
田
原
テ
ニ
ス
フ
ェ
ス
タ2012

お知らせ

老
齢
基
礎
年
金

第
40
回
記
念
芭
蕉
の
里

く
ろ
ば
ね
マ
ラ
ソ
ン
大
会
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お知らせ

　

黒
羽
中
学
校
屋
内
温
水
プ
ー
ル
で
は
泳

ぎ
方
や
水
中
で
楽
し
く
運
動
す
る
講
座
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

お
友
達
を
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
申
込
料

　

１
講
座
５
０
０
円

　
（
泳
法
講
座
・
水
中
運
動
講
座
）

※
入
場
料
は
、
そ
の
都
度
別
途
負
担
と
な

り
ま
す
。

●
申
込
方
法

　

９
月
７
日（
金
）午
前
９
時
30
分
か
ら
温

水
プ
ー
ル
に
お
い
て
受
付
を
開
始
し
ま

す
。

　

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
申

込
料
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
講
座
開
講
期
間

　

９
月
19
日（
水
）〜
12
月
14
日（
金
）ま
で

●
対
　
象　

高
校
生
以
上
の
方

●
締
め
切
り

　

講
座
開
講
期
間
中
随
時
受
け
付
け
ま

　

す
。

○
泳
法
講
座（
50
分　

初
級
・
中
級
）

　

水
慣
れ
か
ら
始
め
る
全
く
の
初
心
者
の

方
か
ら
、
ク
ロ
ー
ル
で
、
25
メ
ー
ト
ル

完
泳
や
50
メ
ー
ト
ル
完
泳
を
目
標
と
し
、

背
泳
ぎ
の
基
本
を
覚
え
25
メ
ー
ト
ル
完

泳
を
目
標
と
し
、
平
泳
ぎ
の
基
本
を
覚

え
る
ク
ラ
ス
で
す
。

○
み
ん
な
い
き
い
き（
50
分
）

　

体
へ
の
負
担
が
少
な
い
と
い
う
水
の
特

性
を
生
か
し
て
、
み
ん
な
で
楽
し
み
な

　

が
ら
い
き
い
き
と
体
を
鍛
え
、
腰
痛
や

膝
痛
を
解
消
し
ま
し
ょ
う
。

【
講
座
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】

※
講
座
期
間
中
の
｢祝
日
｣は
、
講
座
は
休

講
と
な
り
ま
す
。

※
各
講
座
に
定
員
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
参

加
者
が
多
数
の
場
合
、
入
場
を
制
限
さ

せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
各
種
大
会
が
開
催
さ
れ
る
時
は
、
休
講

と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

黒
羽
中
学
校
屋
内
温
水
プ
ー
ル

　
　
　
（
５
９
）１
０
３
１

　

全
館
清
掃
・
機
械
設
備
な
ど
の
保
守
点

検
の
た
め
、
次
の
期
間
は
休
館
に
な
り
ま

す
。

　

な
お
、
当
期
間
中
は
開
講
講
座
も
休
講

に
な
り
ま
す
。

●
期
　
間　

10
月
９
日（
火
）〜
16
日（
火
）

　

８
日
間

■
問
い
合
わ
せ

　

教
育
総
務
課
施
設
係

　
　
　
（
９
８
）７
１
１
２

　

黒
羽
中
学
校
屋
内
温
水
プ
ー
ル

　
　
　
（
５
９
）１
０
３
１

　

今
年
も
24
時
間
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を

開
催
し
ま
す
。

　

参
加
者
全
員
に
素
敵
な
景
品
が
当
た
る

チ
ャ
ン
ス
が
あ
り
ま
す
。

●
日
　
時

　

10
月
６
日（
土
）午
前
９
時
〜
10
月
７
日（
日
）

　

午
前
９
時

●
場
　
所　

大
田
原
体
育
館

●
対
　
象　

 

・
小
学
生（
６
日（
土
）午
前
９
時
〜
午
後

５
時
）

 

・
一
般（
６
日（
土
）午
後
５
時
〜
７
日（
日
）

午
前
９
時
）

●
参
加
料　

５
０
０
円

　

食
事
券
・
ド
リ
ン
ク
券
・
保
険
料
込

●
申
込
方
法
　
当
日
大
田
原
体
育
館
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。（
小
学
生
の
参
加
は

事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

●
主
　
催

　

大
田
原
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

■
問
い
合
わ
せ

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
市
民
ス
ポ
ー
ツ
係

　
　
　
（
２
２
）８
０
１
７

●
日
　
時　

10
月
20
日（
土
）午
前
９
時
30

分
〜（
９
時
15
分
集
合
）

●
場
　
所　

王
冠
ボ
ウ
ル

●
対
　
象　

那
須
地
区
在
住
の
60
歳
以
上

の
方

●
定
　
員　

先
着
１
０
０
名

●
申
込
期
間

　

９
月
25
日（
火
）〜
10
月
13
日（
土
）

●
主
　
催

　

大
田
原
市
体
育
協
会
ボ
ウ
リ
ン
グ
部

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

王
冠
ボ
ウ
ル

　
　
　
（
２
３
）６
１
４
０

泳
法
講
座

泳
法
講
座

水
中
運
動
講
座

水
中
運
動
講
座泳法講座

(初級･中級)
2 : 00 ～ 2 : 50

水中運動講座
みんないきいき
10 : 30 ～ 11 : 20

泳法講座
(初級･中級)
2 : 00 ～ 2 : 50

泳法講座
(初級･中級)
7 : 00 ～ 7 : 50

泳法講座
(初級･中級)

10 : 30 ～ 11 : 20

水中運動講座
みんないきいき
2 : 00 ～ 2 : 50

月曜日 木曜日水曜日 金曜日
午
前
の
部

午
後
の
部

夜
間
の
部

黒
羽
中
学
校
屋
内
温
水

プ
ー
ル
後
期
講
座
の
ご
案
内

黒
羽
中
学
校
屋
内
温
水
プ
ー
ル

休
館
の
お
知
ら
せ

第
15
回
24
時
間
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
参
加
者
募
集

60
歳
か
ら
の「
市
民
健
康
ボ
ウ

リ
ン
グ
大
会
」参
加
者
募
集
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お知らせ

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
地
域
住
民
一
人

ひ
と
り
が
充
実
し
た
人
生
を
送
れ
る
よ
う

に
学
習
へ
の
意
欲
を
高
め
、
生
涯
学
習
の

一
層
の
振
興
を
図
る
た
め
｢生
涯
学
習

フ
ォ
ー
ラ
ム
｣を
平
成
25
年
２
月
16
日（
土
）

に
開
催
し
ま
す
。

　

生
涯
学
習
や
地
域
づ
く
り
の
イ
ベ
ン
ト

に
興
味
の
あ
る
方
、
企
画
委
員
と
し
て
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
応
募
資
格

　

市
内
在
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学
し
て
い

　

る
18
歳
以
上
の
方

●
募
集
人
員　

20
名
程
度

●
主
な
役
割

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
内
容
の
企
画
・
検
討
・
運
営

●
応
募
締
切　

10
月
５
日（
金
）

■
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

　
　
　
（
９
８
）７
１
１
５

　

一
人
ひ
と
り
が
防
災
へ
の
意
識
を
高
め
、

学
ん
だ
こ
と
を
地
域
の
活
動
に
活
か
す
た

め
に
、
地
域
防
災
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

災
害
は
い
つ
起
き
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

こ
の
機
会
に
防
災
知
識
を
高
め
ま
せ
ん
か
。

●
日
　
時　

10
月
13
日（
土
）

　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

●
場
　
所　

市
総
合
文
化
会
館
ホ
ー
ル

●
対
　
象　

県
民
一
般

●
内
　
容

 

・
講
演
｢も
っ
と
よ
く
知
ろ
う
！

　

わ
が
家
の
防
災
・
減
災
｣

　

社
会
福
祉
法
人
浴
風
会
研
習
部
長

　

谷
規  

久
子  

氏

 

・
体
験
発
表

　

｢災
害
と
安
心
生
活
創
造
事
業
｣

　

黒
羽
見
守
り
助
け
あ
い
隊
総
隊
長

　

中
澤  

正
信  

氏

　

市
社
会
福
祉
協
議
会
黒
羽
支
所
係
長

　

益
子  

浩
資  

氏

■
問
い
合
わ
せ

　

那
須
教
育
事
務
所
ふ
れ
あ
い
学
習
課

　
　
　
（
２
３
）２
１
７
７

　

市
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

　
　
　
（
９
８
）７
１
１
５

　

現
代
に
お
い
て
は
、
家
庭
を
持
っ
て
働

き
続
け
る
こ
と
に
困
難
さ
を
感
じ
て
い
る

女
性
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

個
々
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
多
様
化
す

る
中
で
、
人
に
よ
っ
て
は
、
従
来
の
勤
務

体
制
の
中
で
は
、
勤
め
と
家
庭
の
幸
せ
な

両
立
が
で
き
に
く
い
場
合
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　

も
っ
と
家
庭
を
大
事
に
し
た
い
。
自
分

の
生
き
方
を
見
つ
め
直
し
た
い
。
で
も
、

仕
事
を
持
っ
て
働
き
続
け
た
い
。

　

か
つ
て
そ
ん
な
思
い
の
中
か
ら
起
業
し

た
女
性
を
講
師
と
し
て
招
き
、
女
性
の
視

点
か
ら
切
り
開
く
ビ
ジ
ネ
ス
と
、
ワ
ー
ク

ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
可
能
性
を
探
っ
て
い

き
ま
す
。

●
日
　
時　

10
月
21
日（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

●
場
　
所　

市
役
所
南
別
館 

２
階
会
議
室

●
テ
ー
マ　

女
性
が
拓
く
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル

●
講
　
師

　

有
限
会
社
モ
ー
ハ
ウ
ス 

代
表
取
締
役

　

光
畑  

由
佳  

氏

《
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
》

　

つ
く
ば
市
在
住
。
お
茶
の
水
女
子
大
学

被
服
学
科
を
卒
業
。
㈱
パ
ル
コ
で
美
術

企
画
、
建
築
関
係
の
編
集
者
を
経
て

　

１
９
９
７
年
の
２
人
目
の
出
産
後
、
電

車
の
中
で
の
授
乳
体
験
を
機
に
、｢産
後

の
新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
｣を
提
案

す
る
た
め
授
乳
服
の
制
作
を
開
始
。

　

｢モ
ー
ハ
ウ
ス
｣の
活
動
を
始
め
る
。
社

員
の
｢子
連
れ
出
勤
｣を
青
山
シ
ョ
ッ
プ

や
百
貨
店
で
も
実
践
中
。

●
定
　
員　

50
名（
男
女
を
問
わ
ず
）

●
申
込
方
法

　

９
月
14
日（
金
）〜
10
月
12
日（
金
）に
、

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
と
｢女
性
の

た
め
の
起
業
家
支
援
講
座
受
講
希
望
｣

を
明
記
し
、
電
話
、Ｆ
Ａ
X
、
メ
ー
ル

な
ど
で
申
し
込
み
。

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
　
１
階

　

政
策
推
進
課
市
民
協
働
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
０
１

　
　
　
（
２
３
）８
７
４
８

　
　
　

seisakusuishin

　
　
　

@
city.ohtaw

ara.tochigi.jp

　
『
働
き
方
革
命
〜
あ
な
た
が
今
日
か
ら

日
本
を
変
え
る
方
法
〜
』

　

自
分
ら
し
い
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
を
デ
ザ
イ
ン
し
よ
う
！

●
日
　
時　

11
月
11
日（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

●
場
　
所

　

パ
ル
テ
ィ
と
ち
ぎ
男
女
共
同
参
画
セ
ン

　

タ
ー　

ホ
ー
ル

　
（
宇
都
宮
市
野
沢
町
４
‐
１
）

●
講
　
師

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ロ
ー
レ
ン
ス

　

代
表
理
事　

駒
崎  

弘
樹  

氏

●
参
加
費

　

無
料（
た
だ
し
一
時
保
育
は
一
人
に
つ

　

き
５
０
０
円　

要
予
約
）

●
定
　
員　

２
０
０
名（
先
着
順
）

●
申
込
方
法　

次
の
い
ず
れ
か
。

　

①
パ
ル
テ
ィ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

　
（　

http://w
w
w
.parti.jp/

）

　

②
往
復
は
が
き　

③
直
接
来
館

　

申
し
込
み
後
に
整
理
券
を
発
行
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

パ
ル
テ
ィ  

と
ち
ぎ
男
女
共
同
参
画
セ

　

ン
タ
ー

　
　
　

０
２
８（
６
６
５
）８
３
２
３

女
性
の
た
め
の
起
業
家
支
援

講
座
参
加
者
募
集

フ
ェ
ス
タ
in
パ
ル
テ
ィ2012

公
開
講
座
受
講
生
募
集

「
第
22
回
生
涯
学
習
フ
ォ
ー
ラ
ム
」の

企
画
運
営
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
！

県
民
カ
レ
ッ
ジ

「
那
須
地
区
防
災
学
習
講
座
」
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お知らせ

●
日　

時　

10
月
3
日（
水
）

　

午
後
1
時
30
分
〜
３
時

●
場　

所

　

N
P
O
法
人
キ
ャ
リ
ア
コ
ー
チ
内
研
修
室

●
講　

師

　

那
須
教
育
事
務
所
ふ
れ
あ
い
学
習
課

●
内　

容　

　

｢自
尊
感
情
を
高
め
よ
う
｣

　

｢ア
サ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
｣

●
対
象
者

　

15
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
仕
事
に
つ
い
て

　

い
な
い
方
、
ま
た
は
そ
の
保
護
者

●
定　

員　

15
名
程
度

●
参
加
費　

無
料

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

と
ち
ぎ
県
北
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
（
N
P
O
法
人
キ
ャ
リ
ア
コ
ー
チ
）

　
　
　

０
２
８
７（
４
７
）５
２
０
０

●
日　

時　

９
月
11
日（
火
）〜
11
月
１
日

（
木
）午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
休
館
日　

９
月
24
日（
日
）、
10
月
９
日

（
火
）・
22
日（
日
）

●
場　

所

　

大
田
原
市
那
須
与
一
伝
承
館

　

竹
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー

●
内　

容

　

『竹
細
工
』と
呼
ば
れ
て
い
た
竹
芸
作
品

を
、『竹
工
芸
』へ
と
昇
華
さ
せ
た
作
家

の
う
ち
、
関
西
を
中
心
に
活
動
を
さ
れ

て
い
た
方
々
の
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

●
出
品
作
家

　

初
代　

田
辺
竹
雲
斎

　
（
１
８
７
７
〜
１
９
３
７
）

　

初
代　

早
川
尚
古
斎

　
（
１
８
１
５
〜
１
８
９
７
）

　

三
世　

早
川
尚
古
斎

　
（
１
８
６
４
〜
１
９
２
２
）

　

初
代　

前
田
竹
房
斎

　
（
１
８
７
２
〜
１
９
５
０
）

●
入
館
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ

　

文
化
振
興
課
文
化
振
興
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
１
８

　

中
世
那
須
氏
に
つ
い
て
の
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。

●
日　

時

　

10
月
14
日（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

●
場　

所

　

与
一
伝
承
館  

多
目
的
ホ
ー
ル

●
演　

題

　

那
須
与
一
は
実
在
の
英
雄
だ
っ
た

●
講　

師

　

入
間
田 

宣
夫 

氏

　
（
東
北
芸
術
工
科
大
学
大
学
院
教
授
）

〈講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

１
９
４
２
年
生
ま
れ
。
東
北
大
学
大
学

院
文
学
研
究
科
国
史
学
専
攻
博
士
課
程

中
退
。
東
北
大
学
文
学
部
助
手
、
山
形

大
学
教
養
部
講
師
、
東
北
大
学
教
養
部

助
教
授
、
東
北
大
学
文
学
部
・
国
際
文

化
研
究
科
教
授
、
東
北
大
学
東
北
ア
ジ

ア
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
を
経
て
、
現
職
。

主
な
著
書
に
『百
姓
申
状
と
起
請
文
の

世
界
―
中
世
民
衆
の
自
立
と
連
帯
―
』

（
東
京
大
学
出
版
会
）、『日
本
の
歴
史
７

武
者
の
世
に
』（
集
英
社
）、『都
市
平
泉

の
遺
産
』（
山
川
出
版
社
）、『北
日
本
中

世
社
会
史
論
』（
吉
川
弘
文
館
）、『平
泉

藤
原
氏
と
南
奥
武
士
団
の
成
立
』（
歴
史

春
秋
出
版
）な
ど
多
数
。

●
入
場
料　

無
料

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

那
須
与
一
伝
承
館

　
　
　
（
２
０
）０
２
２
０

　

那
須
与
一
伝
承
館
の
開
館
５
周
年
記
念

事
業
と
し
て
、
愛
好
家
が
実
生
か
ら
育
て

た
｢大
文
字
草
｣を
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
。

　

｢大
文
字
草
｣は
、
ユ
キ
ノ
シ
タ
科
の
多

年
草
で
、
大
田
原
市
の『
大
』の
字
に
似
た

可
憐
な
花
を
咲
か
せ
ま
す
。

●
日　

時

　

10
月
５
日（
金
）　

午
前
９
時
〜

●
場　

所

　

那
須
与
一
伝
承
館　

玄
関
前

●
数　

量

　

先
着
２
０
０
名（
ひ
と
り
一
鉢
）

■
問
い
合
わ
せ

　

那
須
与
一
伝
承
館

　
　
　
（
２
０
）０
２
２
０

●
日　

時

　

11
月
６
日（
火
）

　

集
合　

午
前
８
時
45
分

　

出
発　

午
前
９
時

　

解
散　

午
後
４
時

●
集
合
場
所

　

那
須
与
一
伝
承
館　

北
側
駐
車
場

●
見
学
場
所

　

御
霊
神
社（
那
珂
川
町
）

　

神
田
城
跡（
那
珂
川
町
）

　

天
性
寺（
那
須
烏
山
市
）

　

芳
朝
寺（
那
須
烏
山
市
）

　

長
安
寺（
茂
木
町
）

　

鷲
子
山
上
神
社（
那
珂
川
町
）

　

那
須
与
一
伝
承
館

●
定　

員

　

中
学
生
以
上
の
市
民　

29
名

●
参
加
費

　

１
１
０
０
円（
昼
食
、
保
険
料
を
含
む
）

●
申
込
方
法

　

10
月
３
日（
水
）か
ら
10
月
26
日（
金
）ま
で

の
間
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

受
け
付
け
時
間
は
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
15
分
で
す
。
先
着
順
に
受
け
付
け
、

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　

那
須
与
一
伝
承
館

　
　
　
（
２
０
）０
２
２
０

と
ち
ぎ
県
北
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ワ
ー
ク
講
座

那
須
与
一
伝
承
館  

竹
の
ギ
ャ
ラ

リ
ー「
関
西
の
竹
芸
作
品
展
」

那
須
与
一
伝
承
館
開
館
５
周
年
記
念

「
大
文
字
草
」の
苗
を
無
料
配
布

那
須
与
一
公
ゆ
か
り
の
地
巡
り

県
内
バ
ス
ツ
ア
ー
参
加
者
募
集

那
須
与
一
伝
承
館
歴
史
講
演
会

た
な
べ
ち
く
う
ん
さ
い

は
や
か
わ
し
ょ
う
こ
さ
い

は
や
か
わ
し
ょ
う
こ
さ
い

ま
え
だ
ち
く
ぼ
う
さ
い
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●
日
　
時

　

10
月
８
日（
月
・
体
育
の
日
）

　

午
後
１
時
〜
２
時
30
分

●
場
　
所

　

那
須
与
一
伝
承
館
多
目
的
ホ
ー
ル

●
出
演
者

　

大
田
原
ふ
る
さ
と
民
話
の
会
会
員

●
演
　
目　
（
出
演
順
）

１　

ね
ず
み
の
恩
返
し　
　

五
十
嵐
君
子

　
　

〈日
本
の
民
話
〉

２　

殺
生
石　
　
　
　
　
　

稲
垣　

清
子

　
　

〈那
須
の
民
話
〉

３　

う
そ
つ
き
棒　
　
　
　

篠
田　

和
子

　
　

〈日
本
の
民
話
〉

４　

那
須
神
社
の
大
蛇　
　

永
塚　

和
子

　
　

〈大
田
原
の
民
話
〉

５　

若
返
り
の
水　
　
　
　

村
岡
ト
リ
子

　
　

〈日
本
の
民
話
〉

６　

甚
兵
衛
と
狐　
　
　
　

栗
原　

敏
子

　
　

〈大
田
原
の
民
話
〉

７　

夫
婦
と
鏡　
　
　
　
　

鍋
谷　

雅
子

　
　

〈日
本
の
民
話
〉

●
入
場
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ

　

那
須
与
一
伝
承
館

　
　
　
（
２
０
）０
２
２
０

　

栃
木
県
に
お
け
る
那
須
地
域
の
縄
文
時

代
中
期
か
ら
後
期
へ
の
様
相
を
、
那
珂
川

流
域
の
遺
跡
を
中
心
に
、
当
該
期
の
遺
構

や
遺
物
を
扱
っ
て
そ
の
移
り
変
わ
り
を
わ

か
り
や
す
く
紹
介
し
ま
す
。

●
日
　
時

　

９
月
22
日（
土
）〜
11
月
25
日（
日
）

※
月
曜
休
館（
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は

　

そ
の
翌
日
）

●
場
　
所

　

な
す
風
土
記
の
丘
湯
津
上
資
料
館

●
テ
ー
マ

　

｢那
須
の
縄
文
社
会
が
変
わ
る
こ
ろ

　

‐
縄
文
時
代
中
期
か
ら
後
期
へ
‐
｣

●
入
館
料

　

一
般　
　
　

１
０
０
円（
80
円
）

　

高
校
生
・
学
生　

50
円（
40
円
）

　

小
・
中
学
生　

無
料

※（
）は
20
名
以
上
の
団
体
料
金

※
大
田
原
市
な
す
風
土
記
の
丘
湯
津
上
資

料
館
と
栃
木
県
立
な
す
風
土
記
の
丘
資

料
館
は
、
上
記
の
観
覧
料
で
当
日
に
限

り
、
両
資
料
館
と
も
に
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

※
展
示
替
え
の
た
め
９
月
20
日（
木
）〜
21

日（
金
）は
臨
時
休
館
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

栃
木
県
立
な
す
風
土
記
の
丘
資
料
館

　
　
　

０
２
８
７（
９
６
）３
３
６
６

  【
不
正
軽
油
に
関
す
る
情
報
を
お
寄
せ
く

　

だ
さ
い
。】

　

不
正
軽
油
と
は
、
軽
油
引
取
税
の
脱
税

を
目
的
に
、
軽
油
代
替
燃
料
と
し
て
灯
油

や
重
油
を
混
和
す
る
な
ど
し
て
使
用
す
る

も
の
で
す
。

　

不
正
軽
油
に
関
わ
っ
た
者
は
す
べ
て
罰

則
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

不
正
軽
油
に
関
す
る
情
報
は
、｢不
正
軽

油
１
１
０
番（　

０
２
８（
６
２
６
）３
１

７
８
）｣に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

※
知
事
の
承
認
を
受
け
ず
に
自
動
車
の
燃 

　

料
と
し
て
灯
油
や
重
油
な
ど
を
使
用
す

　

る
と
、
罰
則
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
が

　

あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

宇
都
宮
県
税
事
務
所

　

軽
油
引
取
税
調
査
担
当

　
　
　

０
２
８（
６
２
６
）３
１
７
８

●
日
　
時

 

・
10
月
19
日（
金
）　

午
後
１
時
〜
７
時

 

・
10
月
20
日（
土
）　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

●
場
　
所

　

㈱
福
田
屋
百
貨
店 

宇
都
宮
店　

３
階
特

設
会
場

　
（
宇
都
宮
市
今
泉
町
２
３
７
）

●
対
応
者

　

栃
木
県
労
働
委
員
会
の
委
員

　
（
弁
護
士
な
ど
）

●
相
談
内
容

　

労
使
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル

●
そ
の
他

　

費
用
無
料
、
予
約
者
優
先（
当
日
の
参

加
も
可
）

　

相
談
時
間
は
お
お
よ
そ
１
時
間
程
度
が

　

目
安
で
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

栃
木
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　
　
　

０
２
８（
６
２
３
）３
３
３
７

　

｢つ
た
え
よ
う
栃
木
の
農
業
！
農
業
の
魅

力
！
す
ば
ら
し
さ
！
｣を
テ
ー
マ
に
、
栃
木

県
内
の
農
業
青
年
が
集
ま
り
、
消
費
者
と

の
交
流
を
目
的
に
、
自
分
た
ち
が
作
っ
た

農
産
物
、
ま
た
そ
れ
を
活
か
し
た
加
工
品

の
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
て
販
売
を
行
い
ま
す
。
皆

さ
ま
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日
　
時

　

10
月
12
日（
金
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

●
場
　
所

　

栃
木
県
庁　

１
階
ロ
ビ
ー

●
内
　
容

 

・
県
内
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
員
自
ら
栽
培
し
た
農

　

産
物
な
ど
の
販
売

 

・
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
紹
介

 

・
消
費
者
に
よ
る
農
業
体
験（
農
業
機
械

　

の
展
示
な
ど
）

 

・
関
係
団
体
に
よ
る
農
産
物
、
加
工
品
の

　

展
示
・
販
売
な
ど

■
問
い
合
わ
せ

　

栃
木
県
農
政
部
経
営
技
術
課

　

経
営
体
育
成
担
当

　
　
　

０
２
８（
６
２
３
）２
３
１
７

栃
木
県
労
働
委
員
会
に
よ
る

労
働
相
談
会

毎
年
10
月
は
全
国
不
正
軽
油

撲
滅
強
化
月
間
で
す

フ
レ
ッ
シ
ュ
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ

マ
ル
シ
ェ2012

開
催

栃
木
県
立
な
す
風
土
記
の
丘

資
料
館
　
第
20
回
特
別
展

ふ
る
さ
と
の
民
話
を
聞
く
会
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●
子
育
て
支
援
券
ギ
フ
ト
包
装
に
つ
い
て

　

贈
っ
て
喜
ば
れ
、
贈
ら
れ
て
う
れ
し
い

ギ
フ
ト
包
装
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

・
冠
婚
葬
祭
や
季
節
の 

贈
り
も
の
、
お
祝
い

事
に（
御
祝
・
内
祝
・

志
）

 

・
イ
ベ
ン
ト
や
大
会
の

賞
品
に（
賞
品
・
記
念

品
・
参
加
賞
）

 

・
ち
ょ
っ
と
し
た
御
礼
を
し
た
い
時
に

　
（
御
礼
・
謝
礼
）

●
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
店
の
募
集

　

子
育
て
チ
ケ
ッ
ト
の
取
扱
店
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
現
在
市
内
で
約
５
６
０
店

舗
の
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

登
録
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
チ
ケ
ッ
ト
販
売
所

  【
市
の
機
関
】商
工
観
光
課
・
大
田
原
図

書
館
・
湯
津
上
支
所
・
黒
羽
支
所
・
両

郷
出
張
所
・
須
賀
川
出
張
所

  【
市
の
施
設
と
関
係
団
体
】勤
労
者
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
・
ふ
れ
あ
い
の
丘
・
道

の
駅
那
須
与
一
の
郷
・
大
田
原
商
工
会

議
所
・
湯
津
上
商
工
会
・
黒
羽
商
工
会

  【
取
り
次
ぎ
販
売
】市
立
保
育
園
・
市
立

幼
稚
園
・
各
地
区
公
民
館

●
復
興
支
援
・
住
宅
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
と
は
？

　

地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
役
立
て
る

た
め
の
住
宅
の
省
エ
ネ
化
、
住
宅
市
場

の
活
性
化
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地

復
興
支
援
の
た
め
、
エ
コ
住
宅
の
新
築

ま
た
は
エ
コ
リ
フ
ォ
ー
ム
を
し
た
場
合

に
ポ
イ
ン
ト
が
発
行
さ
れ
、
そ
の
ポ
イ

ン
ト
を
被
災
地
の
商
品
や
エ
コ
商
品
な

ど
と
交
換
で
き
る
制
度
で
す
。

●
交
換
商
品　

子
育
て
支
援
券

　

１
万
円
分
、
１
万
５
０
０
０
円
分
、

　

３
万
円
分
、
５
万
円
分
、

　

７
万
５
０
０
０
円
分
、
10
万
円
分
、

　

15
万
円
分
、
30
万
円
分

●
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
の
申
請
・
交
換
方
法

　
「
復
興
支
援
・
住
宅
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
発

行
・
交
換
申
請
書
」に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
添
付
書
類
と
一
緒
に
、
直
接
住

宅
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
事
務
局
に
郵
送
す
る

か
、
申
請
窓
口
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

○
受
付
・
申
請
書
記
入
方
法
の
問
い
合
わ
せ

　

住
宅
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
事
務
局（
有
料
）

　
　
　

０
５
７
０‐

２
０
０‐

１
２
１

　

受
付
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
（
土
・
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
を
含
む
）

※

詳
し
く
は
、
復
興
支
援
・
住
宅
エ
コ
ポ
イ

ン
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　

http://fukko-jutaku.

　
　
　

 eco-points.jp/

■
問
い
合
わ
せ
　
　
２
階

　

商
工
観
光
課
商
業
振
興
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
０
９

子
育
て
支
援
券（
子
育
て
チ
ケ
ッ

ト
）を
ご
利
用
く
だ
さ
い

〜
子
育
て
チ
ケ
ッ
ト
を
使
用
し
て

　
市
民
総
参
加
で
子
育
て
環
境
の

　
　
　
　
向
上
を
図
り
ま
し
ょ
う
〜

復
興
支
援
・
住
宅
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
の

復
興
支
援
商
品
に
な
っ
て
い
ま
す

とちぎテレビを利用した｢データ放送｣をご利用くださいとちぎテレビを利用した｢データ放送｣をご利用くださいとちぎテレビを利用した｢データ放送｣をご利用くださいとちぎテレビを利用した｢データ放送｣をご利用ください

図２

図３

●操作手順
※ご使用のリモコンによっては、多少操作が異なる場合が
　あります。

■問い合わせ　　２階　
　情報政策課広報広聴係　　（２３）８７００

①チャンネルを｢とちぎテレビ｣に合わせます。

②リモコンの【d】ボタンを押してください。

③右の図１のように｢データ放送｣の画面になります。

④リモコンの矢印ボタン【▲▼】で見たい項目に枠を
　移動させ、【決定】ボタンを押します。

⑤図２のように画面が変わり、掲載されている項目
　の一覧が表示されます。

⑥一覧の中から読みたい記事を矢印ボタン【▲▼】で
　選び【決定】ボタンを押します。

⑦図３のように記事の詳細が表示されます。

⑧【決定】か【戻る】ボタンを押すと、前の画面に戻り
　ます。

テレビ映像を全画面表示に戻すには、もう一度【d】ボ
タンを押してください。

図１

【d】ボタン
【▲▼】ボタン
【決定】ボタン
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お知らせ・図書館

＊図書館のホームページ上で、蔵書の予約ができます。
　パスワードなどの登録は図書館カウンターに申請してください。

http://www.city.ohtawara.tochigi.jp/9,421,36,148.html

【大田原図書館開館時間のお知らせ】 【大活字本・朗読 CDの貸し出し】
●９月30日まで
　平　日　午前９時30分～午後７時30分
　土日祝　午前９時30分～午後５時30分

【大田原図書館開館時間のお知らせ】
市役所本庁舎の電気設備点検に伴うサー
バ停止のため10月13日(土)は全館臨時休
館日となります。
返却は｢返却ボックス｣にお願いします。
貸し出しはできません。

図書館では、字が大きく読みやすい大活字本
や、朗読CDの貸し出しを行っております。ご希
望の方はスタッフまでお問い合わせください。

開館  平　日  9:00～17:00
時間  土日祝  9:00～17:00(98)7037

●10月１日から
　平　日　午前９時30分～午後６時30分
　土日祝　午前９時30分～午後５時30分
※黒羽図書館・湯津上図書室は変わりありません。

中
小
企
業
組
合
を
創
っ
て
み

ま
せ
ん
か

　

中
小
企
業
団
体
中
央
会
で
は
、
中
小
企

業
組
合
の
設
立
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
中
小
企
業
組
合
と
は
？

　

中
小
企
業
が
個
々
の
努
力
で
は
解
決
で

き
な
い
課
題
に
直
面
し
た
時
、
ほ
か
の

企
業
と
連
携
し
困
難
を
乗
り
越
え
る
た

め
に
協
力
し
て
設
立
運
営
す
る
組
織
で

す
。

●
メ
リ
ッ
ト
は
？

 

・
設
立
は
４
社
か
ら
可
能

 

・
設
立
は
行
政
の
認
可
を
要
す
る
の
で
、

信
用
が
増
し
、
社
会
的
地
位
が
確
立
す

る

 

・
組
合
員
の
権
利
は
平
等
で
す

 

・
資
金
調
達
が
容
易
に
な
る

 

・
中
小
企
業
者
の
意
見
や
要
望
事
項
を
行

政
庁
な
ど
や
中
小
企
業
施
策
に
反
映
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る

 

・
中
小
企
業
助
成
施
策
を
利
用
で
き
る　

（
金
融
、
税
制
、
補
助
金
な
ど
）

●
つ
ま
り
｢公
益
性
の
強
い
組
織
体
で
あ

る
｣｢民
主
的
な
組
織
体
で
あ
る
｣と
言

え
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

栃
木
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

　

事
業
推
進
部

　
　
　

０
２
８（
６
３
５
）２
３
０
０

(59)0855
開館  平　日  9:30～18:30
時間  土日祝  9:30～17:30

コアラおはなし会
●日　時　10月14日(日)
　　　　　午前11時～11時45分
●会　場　黒羽図書館２階　視聴覚室
●出　演　おはなし会コアラのみなさん
●内　容　ブックトーク、紙しばい、工作など

★黒羽図書館
★大田原図書館
★湯津上庁舎図書室

10月の図書館カレンダー10月の図書館カレンダー ●休館日●休館日

水
３
10
17
24
31

木
４
11
18
25

土
６
13
20
27

月
１
８
15
22
29

金
５
12
19
26

日

７
14
21
28

火
２
９
16
23
30

水
３
10
17
24
31

木
４
11
18
25

土
６
13
20
27

月
１
８
15
22
29

金
５
12
19
26

日

７
14
21
28

火
２
９
16
23
30

開館  平　日  9:30～19:30
時間  土日祝  9:30～17:30(23)4560

●日　時　10月７日(日)　10月21日(日)
　　　　　午後２時～３時
●会　場　大田原図書館１階　児童クラブ室
●出　演　ピノキオおはなし会のみなさん
●内　容　絵本の読み聞かせ･紙しばい･工作 など

ピノキオおはなし会

入 館 者(1日平均)
個人貸出利用者数
(1日平均) 本 CD･ビデオ

貸 出 点 数種 別
施設区分

大田原

黒　羽

湯津上

８
月
の
統
計

22,299人(769人)

5,499人(196人)

7,609人(272人)

1,751人(  63人) 7,016冊

5,615点

1,436点

112点

33,089冊

1,854人(  66人) 190人(    7人) 645冊
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伝承館・彫刻周遊伝承館・彫刻周遊

　この彫刻は下石上公園の駐車場の最も北にあ
る作品です。
　高さも色も異なる２本の四角柱が建っており、

その両方に無数の
均一な直線が無作為
に彫り込まれていま
す。この二本の石柱
は『石をダイヤモン
ドカッターで切断す
るときに、下敷きに
なる木の柱を表わし
ており、無数の線は
ダイヤモンドカッ
ターが石を切った際
にできた傷を表わし

ています。
　全く違う
状況で生ま
れ成長して

きた人でも、ある時期
に同じような場所で経
験を積むと、その経験
が調和のためのきっか
けになり得ます。「石の
表面に刻まれた傷」を
「いくつもの経験」に見
立て、「それこそがまさに、人物の調和と関係が始
まるところ」だと作者は強く語っています。
　作品名の Bound には、『境界』や『（ボールなどが
高く）跳ね上がる』などの意味もありますが、この
作者の想いを考えると『躍進する』が適切かと思わ
れます。

　作者はドイツ出身のク
リスチャン・ヒンツ氏。
ミュンヘン大学、東京藝
術大学に在籍しました。
母国ミュンヘンで活動を
しながら、京都や茨城で
開催されたイベントなど
にも参加しました。

彫  刻
周  遊

このコーナーは、「那須野が原
国際彫刻シンポジウム」で公
開制作、設置された作品とそ
の作者を連載で紹介します。

市内で作られた作品とその作者

41

クリスチャン・ヒンツ
日本　　2003 年

Bound（躍進する）

クリスチャン・ヒンツ 氏

■問い合わせ
　文化振興課文化振興係　　(２３)８７１８

　

今
回
は
那
須
与
一
伝
承
館
が
収
蔵
す
る

資
料
の
中
か
ら
、
伊
達
政
宗
書
状
を
紹
介

し
ま
す
。

　

天
正
十
八
年（
一
五
九
〇
）三
月
、
豊
臣

秀
吉
は
小
田
原
城
に
拠
る
北
条
氏
政
・
氏

直
父
子
を
討
つ
べ
く
、
関
東
に
出
陣
し
ま

し
た
。
そ
の
際
、
秀
吉
は
全
国
の
武
士
に

従
軍
を
命
じ
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
伊
達
政
宗（
一
五
六
七

〜
一
六
三
六
）・
那
須
資
晴（
一
五
五
七
〜

一
六
一
〇
）は
、
す
ぐ
に
秀
吉
の
も
と
に
参

陣
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
は
、
両
者
が

秀
吉
に
対
抗
す
べ
く
秘
か
に
同
盟
を
結
ん

で
い
た
か
ら
で
し
た
。『
伊
達
貞
山
公
治
家

記
録
』に
は「（
三
月
十
七
日
）入
夜
、
那
須

ヨ
リ
ノ
使
ニ
御
目
見
仰
付
ラ
ル
」と
あ
り
、

政
宗
は
那
須
の
使
者
に
対
面
し
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
お
そ
ら
く
那
須
氏
に
対
し

て
出
馬
要
請
が
あ
り
、
資
晴
は
そ
れ
を
政

宗
に
知
ら
せ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

こ
れ
を
受
け
て
政
宗
か
ら
資
晴
に
宛
て

ら
れ
た
の
が
、
今
回
の
書
状
で
す
。
内
容

は
、①
出
馬
延
期
の
こ
と
、②
世
上
に
関
わ

ら
ず
協
力
す
る
こ
と
、③
今
後
の
軍
備
の
こ

と
で
あ
り
、
政
宗
か
ら
資
晴
に
協
議
を
申

し
入
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
ま
す
。
日
付
の

下
に
は
、「
威
伝
」と
彫
ら
れ
た
政
宗
の
朱
印

が
捺
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
二
か
月
後
の
五
月
に
は
、

政
宗
は
小
田
原
に
参
陣
し
、
遅
れ
馳
せ
な

が
ら
も
秀
吉
に
帰
服
を
誓
い
ま
し
た
。
政

宗
は「
秀
吉
の
力
に
は
抗
え
な
い
」と
判
断

し
た
の
で
し
ょ
う
。

　

政
宗
が
帰
服
し
、
や
が
て
小
田
原
城
の

北
条
氏
が
降
伏
す
る
と
、
那
須
氏
も
ま
た

秀
吉
の
旗
下
に
下
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
り

ま
し
た
。
こ
う
し
て
長
い
戦
国
時
代
に
も
、

つ
い
に
幕
が
引
か
れ
た
の
で
す
。

〇
伊
達
政
宗
書
状

　
　
　
　
　

覚

一
、
出
馬
延
引
之
事
、

一
、
世
上
浮
沈
共
ニ
尽
未
来
御

　
　

入
魂
之
事
、

一
、
当
備
之
事
、

　
　
　
　

以
上
、

　
　
　

三
月
廿
一
日　

㊞

　
　
　
　

那
須
殿

　
■
問
い
合
わ
せ

　

那
須
与
一
伝
承
館

　
　
　
（
２
０
）０
２
２
０

那
須
与
一
伝
承
館
通
信 〈
第
20
回
〉

伊達政宗書状
（那須家所蔵・当館寄託）

○
伊
達
政
宗
書
状

口
上
段
々

伊達政宗朱印（『図説 戦国武将１１８』より）

だ 

て 　

   

ま
さ
む
ね   

し
ょ
じ
ょ
う

て
ん
し
ょ
う

と
よ
と
み

  

ひ
で
よ
し

よ

ほ
う
じ
ょ
う  

う
じ
ま
さ　
　
　

 

う
じ

な
お

な
す　
　

 

す
け
は
る

  

だ
て　
　

て
い
ざ
ん　

  

こ
う
ち　
　

け

き
ろ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

に
ゅ
う
や

  

お　

  

め　

 

み
え 

お
お
せ
つ
け

い　

で
ん

お

ば

あ
ら
が

（
朱
印
）

（
資
晴
）

設置場所案内図（★印）

郵便局郵便局

野崎駅野崎駅

下石上公園下石上公園

★★

４
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ハーモニーホールハーモニーホール

●ハーモニー寄席「桂歌丸・柳家小三治」●ハーモニー寄席「桂歌丸・柳家小三治」

※入場は就学児以上とさせていただきます。

チ ケ ッ ト
全 席 指 定 一般 3,000 円(友の会 2,700 円)

12 月 11 日(火)/ 大ホール
午後６時 30 分開演

日時・会場

桂　歌丸桂　歌丸 柳家小三治柳家小三治

●「岡本倫子スペイン舞踊団公演」
　  岡本倫子スペイン舞踊団によるフラメンコ

※入場は就学児以上とさせて
　いただきます。

10月14日(日)

一般  2,500 円
（友の会  2,300 円）
学生  1,500 円
（大学生以下）

午後６時開演／小ホール
チ ケ ッ ト
全 席 指 定

日時・会場

岡本倫子岡本倫子 ○ Rika UsamiＣ○ Rika UsamiＣ

●ジャン＝マルク・ルイサダ
　ピアノ・リサイタル
●ジャン＝マルク・ルイサダ
　ピアノ・リサイタル

※入場は就学児以上とさせていただきます。

午後６時開演
／大ホール

11月11日(日)

S 席  3,300 円(友の会  3,000 円)　
A席  3,000 円(友の会  2,700 円)
S 席学生   1,500 円(高校生以下)
A席学生   1,200 円(高校生以下)　

チ ケ ッ ト
全 席 指 定

日時・会場

●予定曲目
♪ショパン：４つのマズルカOp.67（遺作）
　　　　　　スケルツォ第２番　変ロ短調Op.31  ほか
♪ドビュッシー
　：ベルガマスク組曲（１. 前奏曲　２. メヌエット
　　　３. 月の光　４. パスピエ）　ほか

♪ショパンの無垢、メランコリー、ノスタルジー、
　ロマンティシズムの極致。ルイサダ特有の極限を
　超えた美しさの極みをお楽しみください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ジャン＝マルク・ルイサダ

●那須野が原弦楽カルテット東京
　～ X’mas ボヘミアン～
　X’mas コンサートシリーズ②

●那須野が原弦楽カルテット東京
　～ X’mas ボヘミアン～
　X’mas コンサートシリーズ②
日時・会場 12 月８日(土)

一般 2,000 円(友の会 1,800 円)
学生 1,000 円（高校生以下）

チ ケ ッ ト
全 席 指 定

午後４時開演／小ホール

※入場は就学児以上とさせていただきます。
【演奏予定曲目】
ベートーヴェン：弦楽四重奏曲第 6番変ロ長調Op.18-6
ドボルジャーク：弦楽四重奏曲ヘ短調Op.96「アメリカ」
ブラームス：弦楽四重奏曲第 2番イ短調Op.51-2

大河内涼子
／ヴァイオリン

三宅政弘
／ヴァイオリン

河野小百合
／ヴィオラ

横山　桂
／チェロ

●合唱フェスティバル
　～クラシックサマーシリーズ⑭～
　公募による市民合唱グループの公演

●合唱フェスティバル
　～クラシックサマーシリーズ⑭～
　公募による市民合唱グループの公演
日時・会場 ９月 30 日(日)

午後２時開演／大ホール

200 円（高校生以下無料）チ ケ ッ ト
全 席 自 由
※入場は就学児以上とさせていただきます。
※無料の場合もチケットが必要となります。
【出演団体】（申込順）
　①那須野が原ハーモニーホール合唱団
　②混声合唱団かでんつ　③大田原混声合唱団
　④南コーラスコスモス　⑤虹っ子童謡合唱団
　⑥大田原シルバーコーラス　⑦コール・ルネッサ
　⑧大田原中学校合唱部　⑨コーラス　ブーケ
　⑩東芝ＭＳコール　⑪女声コーラスコール・ラフォーレ

チケット好評発売中チケット好評発売中 チケット好評発売中チケット好評発売中

那須野が原ハーモニーホールでは、当ホール主催の
事業に限り、安心して公演をお楽しみいただくため
に、公演中の託児サービスを行っています。
　　　　料金：お子さま１人　2,000 円
　　　　対象：満２歳以上のお子さま
※ご希望の方は、公演の 10 日前までにお申し込み
　ください。

～託児サービスのご案内～
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『広報おおたわら』に掲載の写真をご希望の方は情報政策課広報広聴係　   （２３）８７００までご連絡ください。

８月８日　大田原市こども議会
（那須野が原ハーモニーホール）

市内の各小中学校から、児童・生徒の代表が集
まり開催。本当の議会と同じような配置や進行
がなされ、市への要望や｢子どもの権利条例案｣
への意見などが出ました。また、市の幹部職員
の答弁に対する再質問なども行われるなど、大
人を唸らせる場面もありました。
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